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学
校
法
人 

愛
知
産
業
大
学

理
事
長

小
林 

英
三※本誌に掲載されている学生数・生徒数・園児数は、学校基本調査に基づきます。

　

学
校
法
人
愛
知
産
業
大
学
は
、傘
下
に
大
学
、短
期
大
学
、専
門
学
校
３
校
、高
等
学
校
２
校
、

幼
稚
園
を
擁
す
る
学
園
で
あ
り
ま
す
。本
学
園
は
、建
学
の
精
神
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、広
く
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。設
置
す
る
各
校
は
、年
齢
層
、教
育
形
態
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、建
学
の
精
神
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今
年
四
月

に
は
、編
入
生
を
含
め
約
三
千
名
を
本
学
園
に
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。本
学
園
の
学
生
・
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
、知
識
、技
術
の
習
得
と
と
も
に「
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
」「
誠
実
で
あ
る
」「
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
」こ
と
の
大
切
さ
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
誌
は
、各
設
置
校
の

基
本
情
報
と
、こ
の
一
年
間
を
中
心
に
教
育
研
究
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。そ
の
様
子
な
ど
が
、

皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

世
界
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、各
地
で
続
く
紛
争
や
国
際
的
な
緊
張
関
係
の
長
期
化
に
よ
り
、

従
来
の
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、地
政
学
的
な
不
安
定
さ
と
将
来
へ
の
不
透
明
感
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
急
速
な
発
展
は
、教
育
現
場
に
お
い
て
も
新
た
な
可
能
性
を
拓
く

一
方
で
、人
間
ら
し
さ
を
育
む
教
育
の
価
値
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。国
内
に
目
を
向
け

ま
す
と
、国
民
の
５
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、労
働
力
不
足
や
社
会

保
障
制
度
の
維
持
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
園
は
建
学
の
精
神
に
則
り
、こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に

あ
ら
た
め
て
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。第
三
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と
な
る
昨
年
度
は
、Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、さ
ら
な
る
教
育
の
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
７
」で
掲
げ
た

「
地
域
と
と
も
に
歩
み
ユ
ニ
ー
ク
で
力
強
く
成
長
・
進
化
す
る
学
園
を
創
造
す
る
」の
実
現
に
向
け
て
、

学
生
・
生
徒
た
ち
が
自
ら
考
え
、行
動
し
、未
来
を
創
造
す
る
力
を
育
む
教
育
を
実
践
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、地
域
社
会
と
の
協
働
を

通
じ
て
、次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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国際コミュニケーション学科／専攻科

愛知産業大学 短期大学
通信教育部

昭和61年4月開学
学長 髙橋 実　
通信教育部長 三苫 民雄
事務室長 竹下 大一
学生数 519名
教職員数 教員：7名、非常勤講師：40名、職員：3名

ホームページ ホームページ

平成8年4月開設
学長 髙橋 実
通信教育部長 宮﨑 晋一
通信教育課長 吉田 勝
学生数 1,186名
教職員数 教員：7名、非常勤講師：68名、職員：4名

平成4年4月開学
学長 髙橋 実
大学院造形学研究科長 宇野 勇治
造形学部長 宇野 勇治
経営学部長 石橋 豊
事務局長 計屋 昭生
学生数 大学院：78名、大学：770名
教職員数 教員：43名、非常勤講師：41名、職員：38名

ホームページ Facebook Instagram X LINE

［設置学部・学科・募集定員］
◎造形学部・建築学科：100名（3年次編入学200名）
◎科目等履修生（1科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

［アクセス］
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分
◎名古屋サテライト（「金山総合駅」南口より南へ徒歩1分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩10分）

［所在地］
◎岡崎校舎
　〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
　TEL 0564‐48‐8282
　https://www.asu.ac.jp/tsukyo
◎名古屋サテライト
　〒456-0002 愛知県名古屋市熱田区金山町1丁目6-9
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝2‐29‐13キンレイビル4F・5F・6F

［設置学部・学科・募集定員］
◎国際コミュニケーション学科：600名
◎専攻科：2０名
◎科目等履修生（1科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

［アクセス］
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分
◎名古屋サテライト（「金山総合駅」南口より南へ徒歩1分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩10分）

［所在地］
◎岡崎校舎
　〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
　TEL 0564‐48‐8282
　https://www.asu.ac.jp/tsukyo
◎名古屋サテライト
　〒456-0002 愛知県名古屋市熱田区金山町1丁目6-9
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝2‐29‐13キンレイビル4F・5F・6F

［設置学部・学科・募集定員］
◎大学院造形学研究科 建築学専攻：10名、デザイン学専攻：10名
◎造形学部 建築学科：70名、スマートデザイン学科：70名
◎経営学部 総合経営学科：120名

［アクセス］
名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

［所在地］
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐5
TEL 0564‐48‐4511
https://www.asu.ac.jp/

ここからつながる理想のジブン

造形学部 建築学科

愛知産業大学
通信教育部

建築を学びたい人のための通信教育

大学院 造形学研究科
造形学部 建築学科／スマートデザイン学科
経営学部 総合経営学科

愛知産業大学
「モノとしくみを創る」人をつくる

大学・短期大学

010203

UNIVERSITY, JUNIOR COLLEGE

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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2
0
2
4
年
11
月
22
日（
金
）〜
25
日（
月
）、

愛
知
県
国
際
展
示
場（A

ich
i  

Sky  

E
xp
o

・

常
滑
市
）を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、あ
い
ち

技
能
五
輪
・ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
4（
第
62
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
・
第
44
回
全
国
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）に
、本
学
建
築
学
科
3
年
の
山
本
愛
唯

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
建
築
大
工
」競
技
に
参
加
、61
名
の
参
加
選

手
の
う
ち
約
半
数
が
未
完
成
と
い
う
超
難
関
の

課
題
に
挑
み
ま
し
た
。苦
戦
を
強
い
ら
れ
、残
念

な
が
ら
満
足
で
き
る
結
果
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、次
回
へ
の
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

第
62
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
出
場

　

2
0
2
4
年
11
月
8
日（
金
）〜
10
日（
日
）、

夢
の
島
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
行
わ
れ
た

2
0
2
5
年
全
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
考
会（
兼 

世
界
選
手
権
、世
界
ユ
ー
ス
選
手
権 

第
一
次
選
考

会
）に
、本
学
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
か
ら
5
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
、総
合
経
営
学
科
4
年
西
川
晴
貴

さ
ん（
写
真
）が
2
0
2
5
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選

手
に
、建
築
学
科
1
年
丹
生
谷
る
る
さ
ん
と
総
合

経
営
学
科
2
年
西
村
遼
さ
ん
が
2
0
2
5
年
U
21

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹇
発
表
タ
イ
ト
ル
﹈自
己
教
師
あ
り
学
習
モ
デ

ル
と
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
皮
膚
接
触
型
マ
イ
ク
に
よ
る

咀
嚼・嚥
下
の
自
動
認
識

　

2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）に
名
城
大
学
で

開
催
さ
れ
た
第
7
回
東
海
地
区
音
声
関
連
研
究

室
卒
業
論
文（
中
間
）発
表
会（
日
本
音
響
学
会

東
海
支
部
後
援
）に
お
い
て
、ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

学
科
4
年
の
山
本
純
太
郎
さ
ん
が
以
下
の
研
究

発
表
を
行
い
、優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
は
東
海
地
区
7
大
学（
名
城
・
中
部
・

大
同
・
愛
知
県
立
・
愛
知
工
業
・
愛
知
工
科
・
愛
産

大
）が
参
加
し
、70
件
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
本
純
太
郎
さ
ん
が
、

第
7
回
東
海
地
区
音
声
関
連
研
究
室

卒
業
論
文（
中
間
）発
表
会
に
お
い
て

優
秀
発
表
賞
を
受
賞

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
か
ら

2
0
2
5
年
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に

3
名
が
選
出

　

2
0
2
4
年
12
月
7
日（
土
）、名
古
屋
都
市

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
6
回
建
築
系
愛
知

17
大
学
共
通
設
計
競
技（
建
築
系
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
）に
、本
学
建
築
競
技
部
A
C
C
か
ら
6
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

公
開
審
査
を
受
け
た
35
作
品
の
う
ち
、建
築

学
科
3
年
谷
澤
綺
留
さ
ん
、2
年
浅
井
涼
也
さ

ん
、1
年
渡
口
翔
天
さ
ん
、1
年
藤
田
真
央
さ
ん
、

1
年
知
念
裕
真
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
発
表
し
た「
彩

雫（
い
ろ
し
ず
く
）」が
1
次
審
査
を
通
過
、優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

建
築
競
技
部
A
C
C
が
、

建
築
系
愛
知
17
大
学 

共
通
設
計
競
技
で
優
秀
賞
を
受
賞

愛知産業大学
01

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

, JU
N

IO
R

 C
O

L
L

E
G

E

UNIVERSITY

﹇
学
生
活
動
﹈

　
「
に
ぎ
わ
い
に
続
く
、中
川
運
河
の
新
た
な
到
達

点
」を
課
題
に
運
河
の
次
な
る
目
的
と
到
達
点
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
内
容
で
、谷
澤
さ
ん
ら
は

運
河
の
水
か
ら
生
ま
れ
る
豊
か
な
表
情
に
着
目
、

水
面
を
鏡
に
な
ぞ
ら
え
都
市
や
環
境
を
映
し
出
し

可
視
化
す
る
装
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
美
し
い
色
使
い
や

鏡
を
用
い
た
発
想
が
評
価
さ
れ
、建
築
競
技
部
が
部

活
動
と
な
っ
て
以
来
初
の
受
賞
。講
評
会
で
は
本
学

か
ら
ほ
か
2
作
品
も
審
議
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山本愛唯さんが
2024年技能五輪全国大会
建築大工部門に出場

※学生の学年は全て当時のものです。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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建
築
学
科
の
寺
嶋
利
治
准
教
授
が
設
計
し
た

名
古
屋
市
南
区
柴
田
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、「
ま

ち
の
技
術・家
庭
科・図
書
室
シ
バ
テ
ー
ブ
ル
」を
紹

介
し
た
絵
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
本
は
2
0
2
4
年
度
び
わ
湖
東
北
部

地
域「
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

内
の
事
業「
L
L
ブ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
」に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
高
野
一
枝
さ
ん
が
実
際
に
現
地
を
訪

れ
、シ
バ
テ
ー
ブ
ル
が
商
店
街
に
お
い
て
地
域
・
福

祉
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
様
子
を「
み
ん
な
の
い

ば
し
ょ
」と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

L
L
ブ
ッ
ク
と
は
、誰
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
し
て
つ
く
ら
れ
た「
や
さ
し
く
読
み
や
す
い

本
」の
こ
と
を
指
し
ま
す
。日
本
語
が
得
意
で
な
い

人
や
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、一
般
的
な
情
報

提
供
で
は
理
解
が
難
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
と
っ
て

読
み
や
す
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

硬式野球部

　硬式野球部は2002年に創部、現在は96名の部員

が所属しています。専用の硬式野球場・室内練習場を

有し、天候に左右されず練習に打ち込める環境が

整っております。

　ここ数年リーグ戦では、春季、秋季共に悔しい結果

に終わっていますが、2025年度は「全員戦力」で2部

リーグ優勝、1部昇格を目指します。

［2024年度実績］
● 愛知野球連盟
● 春季リーグ戦 2部B　3位（7勝3敗）
● 秋季リーグ戦 2部B　優勝（8勝2敗）

アーチェリー部

　アーチェリー部は、男女ともに全国大会で優勝す

るということを目指し、日々練習に取り組んでいます。

部員23人は全国大会常連校として積極的に他校と

も交流を深め、お互いを高め合っています。

［2024年度実績］
● 第23回全日本学生室内アーチェリー選手権 15名出場
  （男子10名/女子5名）
● 2024ナショナルチーム選考会 3名出場（男子1名/女子2名）
● 2024 U21ナショナルチーム選考会 5名出場（男子3名/女子2名）
● 第66回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 12名出場
  （男子9名/女子3名）
● 第63回全日本学生アーチェリー男子王座決定戦 3位
 

男子バレーボール部

　男子バレーボール部は2002年に強化指定部活

動となり、現在21名で活動しています。最近では2

部上位、1部昇格（2部降格）と健闘しています。東

海リーグ1部定着・上位進出を目指し、部員全員で

頑張っていきます。

［2024年度実績］
東海大学バレーボール連盟
● 春季リーグ戦 2部 2位（6勝1敗） 入替戦　1部昇格
● 秋季リーグ戦 1部 2位（1勝7敗） 入替戦　2部降格
愛知県大学バレーボール連盟
● 春季リーグ戦 2部 優勝（4勝0敗）　1部昇格
● 秋季リーグ戦 1部   4位（1勝3敗）　 1部残留
● 西日本大学選手権 決勝トーナメント進出
● 東海オープン選手権 予選グループ戦（1勝2敗）

男子ハンドボール部

　部員が37名、マネージャー1名、監督、コーチ、

トレーナーが4名で活動をしています。日頃から試合

を意識し、お互いを高め合いながら練習を行なった

成果により2024年秋季リーグでは春季リーグ同様

に過去最高の成績を収め、西日本インカレ出場権を

勝ち取りました。

［2024年度実績］
● 東海学生ハンドボール連盟
● 春季リーグ戦 1部 6位（4勝5敗）　　 1部残留
● 秋季リーグ戦 1部 6位（3勝5敗1分）　1部残留
● 西日本学生ハンドボール選手権出場

ク
ラ
ブ
活
動
（
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
）

寺
嶋
利
治
准
教
授
が
設
計
し
た

「
ま
ち
の
技
術
・
家
庭
科
・
図
書
室

シ
バ
テ
ー
ブ
ル
」が
、絵
本
に
な
り
ま
し
た

「
左
官
も
の
づ
く
り
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
と
実
践
」が
、2
0
2
5
年

日
本
建
築
学
会
教
育
賞（
教
育
貢
献
）を
受
賞
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令
和
6
年
11
月
30
日
、第
24
回 

学
生
フ
ォ
ー

ラ
ム（
岡
崎
大
学
懇
話
会
主
催
）が
人
間
環
境
大

学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。岡
崎
市
内
の
4
大
学
・

短
大
に
在
籍
す
る
学
生
が
主
体
と
な
り
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、学
生
た
ち
が
地

域
に
関
連
す
る
研
究
や
活
動
内
容
を
発
表
す
る

場
で
す
。発
表
は
口
頭
発
表
と
展
示
発
表
か
ら

な
り
、本
学
か
ら
は
口
頭
発
表
に
ス
マ
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
学
生
が
、展
示
発
表
に
建
築
学
科
の

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

当
日
は
関
係
者
や
近
隣
の
地
元
住
民
の
方
々
な

ど
が
多
数
来
場
し
、賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し

た
。学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
尽
力
し
た
学
生

や
関
係
者
に
よ
る
交
流
会
も
行
わ
れ
、参
加
者
た

ち
は
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

令
和
6
年
度

学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

﹇
大
学
ニ
ュ
ー
ス
﹈

科
研
費
の
研
究
成
果
に
関
す
る
発
表
が

IE
E
E

の
国
際
会
議
に
お
い
て

 O
u
ts
ta
n
d
in
g  

P
r
iz
e
,

E
x
c
e
l
le
n
t  

P
o
s
te
r  

Aw
a
rd

を
受
賞

“
”

　

10
月
29
日-

11
月
1
日
に
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た

2024  

IEEE  13th  G
lobal  Conference  

on  

C
on
sum

e
r  

E
lec

tron
ic
s

と
い
う

国
際
会
議
に
お
い
て
、本
学
ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

学
科
長
の
西
村
雅
史
教
授
が
代
表
を
務
め
た

科
研
費（
挑
戦
的
研
究﹇
開
拓
﹈，代
表
：
西
村
）

の
成
果
と
し
て
発
表
し
た
以
下
の
論
文
が
、

O
u
tstand

ing  

P
r
ize

,  GCCE  

2024  

E
x
ce
llen

t  

P
o
s
te
r  Aw

a
rd  

を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

本
研
究
は
静
岡
大
学
と
共
同
で
実
施
し
た
も
の

で
、皮
膚
接
触
マ
イ
ク
か
ら
得
ら
れ
る
音
響
信
号
か

ら
、会
話
に
加
え
咀
嚼
や
嚥
下
と
いっ
た
食
行
動
を

高
精
度
で
認
識
す
る
手
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、高
齢
者
の
日
常
に
お
い
て
重
要
な

要
素
と
さ
れ
る「
話
す
こ
と
」「
食
べ
る
こ
と
」に
関

す
る
状
態
を
単
一
の

認
識
モ
デ
ル
で
詳

細
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
こ
と
が
で
き
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

“

”

　

本
学
で
実
施
し
て
き
た
左
官
も
の
づ
く
り
教
育
に

関
す
る
一
連
の
取
り
組
み
が
、2
0
2
5
年
日
本
建

築
学
会
教
育
賞（
教
育
貢
献
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

東
海
地
方
は
、瀬
戸
、常
滑
等
の
陶
磁
器
、高
浜
の

瓦
な
ど
、良
質
な
土
に
恵
ま
れ
古
く
か
ら
の
産
業
が

栄
え
た
地
域
で
あ
る
一
方
、そ
の
伝
統
技
術
を
受
け

継
ぐ
左
官
職
能
技
術
者
、素
材
や
道
具
を
生
産
す

る
事
業
者
は
急
速
に
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

本
取
り
組
み
は
、こ
れ
ま
で
の
師
弟
間
に
よ
る
左

官
技
術
の
継
承
を「
左
官
も
の
づ
く
り
」と
し
て
、

2
0
1
2
年
よ
り
左
官
の
み
な
ら
ず
木
工
含
め
た

職
能
技
術
者
と
と
も
に
実
技
を
伴
う
教
育・活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
発
し
実
践
し
て
き
た
も
の
で
、そ

の
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
に
は
、東
海
地
方
に
お
け
る
地
方
創
成
の

一
助
と
し
て
、こ
の
技
術・文
化
継
承
の
拡
大
に
よ
り

未
来
へ
の
担
い
手
を
ひ
と
り
で
も
多
く
育
成
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

08 07
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［主な担当科日］デザイン学ゼミナール

造形学部 スマートデザイン学科

章 忠 教授

Interview
新任教員紹介 01

［研究指導テーマ（例）］

　

技
術
者
で
あ
っ
た
父
親
の
影
響
か
、小
学
生
の
頃

は
電
子
工
作
マ
ニ
ア
で
し
た
。当
時
流
行
っ
て
い
た
ラ

ジ
オ
づ
く
り
に
没
頭
す
る
な
ど
、典
型
的
な
理
系

少
年
で
し
た
。し
か
し
思
春
期
に
入
る
と
、数
理
的

で
は
な
い
人
文
的
な
こ
と
に
興
味
が
芽
生
え
て
、い

つ
の
間
に
か
研
究
者
へ
の
憧
れ
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。と
は
い
え
勉
強
は
理
系
科
目
し
か
で
き
ま

せ
ん
の
で
、大
学
は
理
学
部
へ
と
進
学
し
ま
し
た
。

［専門］自然言語処理、機械翻訳

造形学部 スマートデザイン学科

塚田 元 教授

Interview
新任教員紹介 02

研
究
分
野
と
の
出
会
い

　

私
は
機
械
工
学
を
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
持
ち
、岡

山
県
立
大
学
情
報
工
学
部
に
着
任
し
て
以
来
、長
年

に
わ
た
り
知
能
情
報
処
理
の
分
野
で
教
育
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。特
に
ウェー
ブ
レッ
ト
変

換
の
研
究
に
注
力
し
て
お
り
、世
界
で
初
め
て
完
全
に

シ
フ
ト
不
変
な
離
散
ウ
ェ
ー
ブ
レッ
ト
を
提
案
し
た
成

果
は
、国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
研

究
に
よ
り
、信
号
処
理
学
会
よ
り
2
度
の
論
文
賞
を
、

自
己
紹
介
・
研
究
紹
介

［学歴］
東京工業大学 理学部 情報科学科 卒業
同大学院 理工学研究科 情報科学専攻 修士課程修了 

1987年3月
1989年3月

［学歴］
西安公路学院（現在長安大学）自動車工学部
交通運輸工学科 卒業
西安公路学院大学院 交通運輸工学研究科 修了
岡山大学大学院工学研究科応用機械工学専攻 修了
岡山大学大学院自然科学研究科 博士後期課程 修了

1982年 1月

1984年12月
1990年 3月
1992年 3月

［共同研究・競争的資金等の研究課題］
大規模分散並列処理に基づく統計的機械翻訳
日本学術振興会 科学研究費助成事業 特定領域研究 2007年 - 2008年
塚田 元、磯崎 秀樹、渡辺 太郎、藤野 昭典、鈴木 潤、須藤 克仁

［受賞］
2014年12月言語処理学会論文賞、
単語並べ替えと冠詞生成の同時逐次処理：日英機械翻訳への適用、言語処理学会
林 克彦、須藤 克仁、塚田 元、鈴木 潤、永田 昌明

［産業財産権］
全63件

［研究分野］
自然言語処理、ニューラル機械翻訳

［研究指導テーマ（例）］
●低資源言語の機械翻訳に関する研究
●大規模言語モデルを活用した言語処理の研究
●手話理解・翻訳に関する研究

［経歴］
日本電信電話株式会社（NTT） 入社
国際電気通信基礎技術研究所（ATR） 出向
豊橋技術科学大学
愛知産業大学 

1989年4月
1996年3月 - 2000年3月
2015年4月 - 2025年3月
2025年4月 - 

［経歴］
西安公路学院（長安大学）自動車工学系 
岡山県立大学情報工学部
岡山県工業技術センター
岡山県立大学連携大学院
豊橋技術科学大学大学院工学研究科
広島工業大学工学部知能機械工学科

1985年1月 - 1990年3月
1993年4月 - 1995年7月
1995年8月 - 2004年9月
2001年4月 - 2004年9月 
2004年10月 - 2020年3月
2020年4月 -

［研究分野］
信号・画像情報処理、知的センシング、ウェーブレット変換

PROFILE

　

大
学
へ
入
学
し
、理
学
部
の
な
か
で
さ
ら
に
学
科

を
選
択
す
る
際
に
、ま
だ
歴
史
が
浅
く
す
ぐ
に
最

前
線
の
研
究
を
行
え
そ
う
な
情
報
科
学
を
選
択
し

ま
し
た
。当
時
は
ま
だ
応
用
数
学
科
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
し
た
が
、そ
の
中
で
計
算
機
系
の
研
究
室
に

入
り
ま
し
た
。先
生
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
や
人
工
知
能
に
人
文
系
の
香
り
を
感
じ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、自
然
言
語
処
理
に
出
会

い
ま
し
た
。

　

修
士
課
程
修
了
後
は
、N
T
T
の
応
用
研
究
所

に
進
み
ま
し
た
。そ
こ
で
は
そ
れ
ま
で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

で
実
現
し
て
い
た
音
声
合
成
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
実

現
す
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。高

品
質
で
読
み
誤
り
の
少
な
い
音
声
合
成
技
術
が
順

調
に
事
業
展
開
で
き
た
こ
と
か
ら
、社
長
表
彰
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
京
都
に
あ
る

A
T
R
と
い
う
研
究
所
に
出
向
に
な
り
音
声
認
識

や
音
声
翻
訳
を
重
み
付
き
有
限
状
態
ト
ラ
ン
ス

デ
ュ
ー
サ
ー（
W
F
S
T
）と
い
う
技
術
を
使
っ
て
研

究
し
ま
し
た
。こ
の
技
術
は
後
に
音
声
認
識
分
野
で

大
ブ
レ
ー
ク
す
る
の
で
す
が
、当
時
は
何
そ
れ
？
と

い
う
扱
い
で
し
た
。出
向
中
A
T
&
T
に
赴
任
す
る

機
会
を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、そ
こ
で
初
め
て
学
習

型
の
機
械
翻
訳
技
術
で
あ
る
統
計
的
機
械
翻
訳
に

出
合
い
ま
し
た
。当
時
の
日
本
で
こ
の
分
野
の
研
究

者
は
全
く
お
ら
ず
、こ
れ
は
い
け
る
！
と
金
脈
を
見

つ
け
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

N
T
T
に
戻
っ
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
し
て
新

規
事
業
創
出
に
従
事
す
る
な
ど
の
紆
余
曲
折
を
経

な
が
ら
も
、37
歳
で
念
願
の
基
礎
研
究
所
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。音
声
認
識
分
野
で
W
F
S
T
が
ブ

レ
ー
ク
し
た
こ
と
も
要
因
の
一つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
音
声
認
識
は
や
ら
ず
に
、念
願
の
統
計
的

機
械
翻
訳
研
究
を
立
ち
上
げ
、基
礎
研
究
か
ら
実

用
化
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
。多
数
の
論
文
発
表

を
行
う
と
と
も
に
、開
発
し
た
技
術
は
国
際
コ
ン
テ

ス
ト
で
1
位
を
獲
得
す
る
と
こ
ろ
ま
で
いっ
て
、10
年

ち
ょっ
と
の
短
い
期
間
に
研
究
者
と
し
て
の
実
績
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

N
T
T
で
50
歳
ま
で
働
い
た
後
、大
学
に
移
り
企

業
研
究
所
出
身
の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
博
士
人
材
の
育

成
や
産
業
界
と
学
生
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。ご
縁
を
い
た
だ
き
、情
報
学
部
新
設
の
た

め
の
教
員
と
し
て
愛
知
産
業
大
学
に
採
用
さ
れ
と

て
も
幸
運
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
産
大
で
は
、研
究
活
動
を
通
し
て
、自
ら
道
を

切
り
開
い
て
い
け
る
学
生
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。真
剣
に
取
り
組
み
、失
敗
し
、報
わ
れ
な
い

経
験
を
共
に
積
み
な
が
ら
、学
生
に
寄
り
添
い
伴

走
す
る
コ
ー
チ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

企
業
研
究
員
時
代

研
究
者
か
ら
教
育
者
へ

ま
た
国
際
会
議
に
お
い
て
2
度
のB

e
s
t  

P
a
p
e
r  

A
w
a
rd

を
受
賞
し
ま
し
た
。加
え
て
、

音
声
・
音
楽
情
報
処
理
、画
像
情
報
処
理
、人
工
知
能

の
分
野
に
お
い
て
も
多
数
の
論
文
を
発
表
し
、研
究
賞

お
よ
びB

e
s
t  

P
a
p
e
r  

A
w
a
rd

を
合
わ
せ

て
3
度
受
賞
。こ
れ
ら
の
研
究
活
動
は
科
研
費
や
外

部
資
金
の
獲
得
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。教
育
面
で

は
、学
部
・
大
学
院
の
多
数
の
授
業
を
担
当
し
、こ
れ

ま
で
に
博
士
課
程
修
了
者
7
名
、修
士
課
程
96
名
、

学
士
課
程
1
4
8
名
の
学
生
を
指
導
し
て
き
ま
し

た
。加
え
て
、産
学
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、企

業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
実
社
会
と
の
橋
渡

し
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
研
究
・
教

育
の
両
面
に
お
い
て
努
力
を
重
ね
、本
学
の
さ
ら
な
る

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
や
エ
ン
ブ
レ
ム
、家
電
製

品
・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
レ
ー
ム
な
ど
に
使
わ
れ
る
鏡

面
部
品
は
、き
ら
び
や
か
で
高
級
感
が
あ
り
ま
す

が
、そ
の
反
射
性
ゆ
え
に
表
面
欠
陥
の
自
動
検
出
が

困
難
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。本
研
究
で
は
、縞

状
の
光
を
部
品
表
面
に
投
影
し
、そ
の
模
様
の
変
形

を
A
I
が
解
析
す
る
こ
と
で
欠
陥
を
検
出
す
る
技

術
を
開
発
中
で
す
。縞
模
様
画
像
の
蓄
積
と
A
I

に
よ
る
学
習
を
通
じ
て
、検
査
精
度
の
継
続
的
な
向

上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ

鏡
面
部
品
の

欠
陥
自
動
検
査
技
術
の
開
発

1

　

中
小
企
業
の
多
く
で
は
、い
ま
だ
人
の
目
に
よ
る
検

査
が
主
流
で
す
が
、技
能
や
評
価
基
準
に
は
個
人
差

が
生
じ
や
す
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。こ
の
課
題
に
対

し
、検
査
員
の
技
能
を
A
I
で
可
視
化
・
数
値
化
す

る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、上
司
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
し
つつ
、公
平
で
納

得
度
の
高
い
技
能
評
価
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

完
全
自
動
運
転
で
は
な
く
、運
転
の
楽
し
さ
を
残

し
な
が
ら
安
全
性
を
高
め
る
支
援
シ
ス
テ
ム
を
目
指

し
て
い
ま
す
。運
転
中
の
あ
く
び
な
ど
の〝
予
兆
〞行

動
を
車
内
カ
メ
ラ
で
捉
え
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
癖
や
行
動

パ
タ
ー
ン
を
A
I
が
学
習
。個
人
に
最
適
化
さ
れ
た

支
援
を
提
供
す
る
こ
と
で
、安
全
か
つ
快
適
な
運
転

環
境
を
実
現
し
ま
す
。

　　

人
間
の
耳
は
2
つ
な
の
に
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ

ボ
ッ
ト
に
は
3
つ
以
上
の
マ
イ
ク
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。「
2
つ
の
マ
イ
ク
で
人
間
と
同
じ

よ
う
に
聞
き
分
け
る
こ
と
は
可
能
か
？
」と
い
う
問

い
か
ら
始
ま
り
、複
数
話
者
の
音
声
や
残
響
の
あ
る

環
境
下
で
も
目
的
の
音
声
を
抽
出
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の

聴
覚
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。課
題

は
多
い
も
の
の
、引
き
続
き
実
験
と
改
良
を
重
ね
、

実
用
化
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
お
け
る

音
声
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
研
究

4

製
品
検
査
員
の
技
能
を
科
学
的
に

評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

2

ド
ラ
イ
バ
ー
の
個
性
に
応
じ
た

知
的
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

3

●AI技術を用いた光沢部品表面の欠陥自動検出技術の開発
●ディープラーニングの一種OpenPoseによる異常運転行動の検出法に関する研究
●畳み込みニューラルネットワークを使用した水道管漏水の自動検出技術の開発
●LiDARを用いてコンクリート表面損傷の計測と解析手法に関する検討

PROFILE

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

10 09



U
N

IV
E

R
S

IT
Y

, JU
N

IO
R

 C
O

L
L

E
G

E

　

私
は
、計
算
機
に
関
す
る
技
術
を
用
い
て
、人

の
高
度
な
技
能
の
特
徴
か
ら「
そ
の
人
ら
し
さ
」の

理
由
を
解
明
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、個
人
の
特
性
を「
特
殊
技
能
の
研
鑽
」と

「
生
体（
指
紋
、顔
な
ど
）そ
の
も
の
」の
2
つ
の
側

面
に
分
け
、デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
で
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
そ
の
違
い
を
解
明
し
よ
う
と
さ

ま
ざ
ま
な
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
音
楽
に
慣
れ

親
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、高
校
で
フ
ェ
ン
ダ
ー
社
の

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ギ
タ
ー
と
出
合
い
大
き
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。世
界
中
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
影
響

を
与
え
る
フ
ェ
ン
ダ
ー
の
前
身
が
、フ
ェ
ン
ダ
ー
・
ラ

ジ
オ
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ラ
ジ
オ
受
信
機
や
音
響

機
器
の
修
理
を
行
っ
て
い
た
会
社
で
あ
り
、そ
の

よ
う
な
工
業
系
の
製
造
会
社
が
音
楽
業
界
の
新

た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
確
立
し
た
こ
と
に
夢
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。

　

大
好
き
な
音
楽
を
通
し
て
電
気
電
子
情
報
の

分
野
に
深
い
興
味
を
抱
き
、大
学
は
工
学
部
電

気
情
報
工
学
科
に
進
み
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま

な
講
義
を
受
け
る
う
ち
に
自
分
は
特
に
メ
デ
ィ

ア
情
報
処
理
の
分
野
に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。卒
論
で
は
音
声
情
報
処
理
を
扱
い

ま
し
た
が
、当
時
機
械
学
習
を
使
っ
た
音
声
合
成

技
術
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、さ

ら
に
研
究
を
続
け
た
い
と
思
い
大
学
院
に
進
学

し
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、話
者
の
個
性
を
失
わ
な
い
た
め

［専門］メディア情報処理、感性工学、身体知

造形学部 スマートデザイン学科

奥村 健太 准教授
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の
ア
イ
デ
ア
の
検
討
な
ど
を
行
う
う
ち
、人
に
よ

る
違
い
が
出
る
点
に
興
味
が
沸
き
、音
楽
情
報
処

理
と
い
う
分
野
を
知
り
ま
し
た
。ク
ラ
シ
ッ
ク
の

演
奏
表
情
付
け
を
情
報
的
に
分
析
し
て
い
く
な

か
で
、立
ち
位
置
的
に
は
工
業
で
す
が
、科
学
や

哲
学
な
ど
別
の
分
野
か
ら
の
意
見
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、企
業
で
指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
の
改

良
や
、高
精
度
な
多
要
素
認
証
の
開
発（
病
院
・

行
政
）、基
礎
技
術
研
究
な
ど
を
担
当
し
た
の

ち
、教
員
の
道
へ
と
進
み
ま
し
た
。近
年
は
愛
知

県
の
研
究
開
発
事
業
に
参
加
し
、名
古
屋
市
の
研

　
一
言
で
言
う
な
ら
、す
べ
て
の
子
ど
も
を
包
摂
す

る
教
育
経
営
の
あ
り
方
の
解
明
、そ
の
具
現
化
の
た

め
の
教
師
教
育
の
構
想
で
す
。

　

今
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
を
め
ぐ
っ
て
、学

校
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。合
理
的
配
慮

提
供
は
義
務
化
し
、そ
の
過
程
で
学
校
と
子
ど
も
本

人
や
保
護
者
と
の
建
設
的
対
話
に
よ
る
合
意
形
成

が
要
請
さ
れ
ま
す
。そ
の
と
き
教
師
は
、一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
発
達
要
求
を
、さ
ら
に
は
、わ
が
子
の
成

長
発
達
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
た
個
々
の
保
護
者
の
教

育
要
求
を
、学
級
・
学
校
全
体
の
子
ど
も
や
そ
の
他

の
保
護
者
の
教
育
要
求
と
の
間
で
調
整
し
、昇
華
さ

せ
、学
級
・
学
校
の
教
育
活
動
に
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
可
能
と
す
る
力
量
が
、今
教

師
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
の
は
、子
ど
も
本
人
・
保
護
者
・

支
援
者
等
の
多
様
な
要
求
や
専
門
的
知
見
を
通
常

学
級
・
学
校
の
教
育
実
践
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
く
、

学
校
の
組
織
運
営
に
係
る
教
師
の
力
量
で
す
。「
学

校
づ
く
り
」を
そ
の
射
程
と
す
る
教
育
経
営
研
究
、

さ
ら
に
、障
害
児
教
育
の
研
究
や
実
践
の
蓄
積
に
学

び
な
が
ら
、こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
、イ
ン
タ
ビュ
ー
調
査
を
中
心
と
す
る
質

的
な
方
法
を
主
に
採
用
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に

一
〇
〇
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。従
来
、一
人
ひ
と
り
の
声
、と
り
わ
け
社
会
的
劣

位
に
あ
る
人
々
の
小
さ
な
声
は
ほ
と
ん
ど
黙
殺
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、そ
こ
に
こ
そ
課
題
解
決
に
迫
る
新
た

な
視
点
や
概
念
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

［専門］教育学、教育経営学、教師教育

経営学部 総合経営学科

首藤 貴子 准教授
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す
べ
て
の
子
ど
も
を
包
摂
す
る
教
育
経
営
の
あ
り

方
を
考
え
る
と
き
、と
り
わ
け
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と

な
る
の
は
保
護
者
で
す
。そ
こ
で
、個
性
豊
か
な
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
親
の
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、率

直
な
声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、教
師
と
の
関
係
性
に
関
す
る
保
護
者
の

悩
み
を
よ
く
聴
き
ま
す
。障
害
が
あ
る
子
だ
け
常
に

特
別
扱
い
を
し
た
り
、逐
一
手
助
け
し
よ
う
と
し
た

り
、い
わ
ゆ
る〈
過
剰
な
お
節
介
〉で
す
。教
師
は「
障

害
児
を
支
援
し
て
い
る
」つ
も
り
な
の
で
、保
護
者
と

の
対
話
も
成
立
し
に
く
い
。学
級
・
学
校
で
は
、教
師

の
言
動
を
、子
ど
も
た
ち
は
真
似
し
ま
す
。〈
過
剰
な

お
節
介
〉が
子
ど
も
集
団
に
お
け
る
い
じ
め
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
個
々
の
教
師
の
指
導
は
、そ
の
教
師
個

人
の
資
質
の
問
題
と
し
て
帰
結
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、そ
の
学
校
全
体
の
問
題
と
し
て
引
き
取
る
べ
き

で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、教
師
教
育
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
。今
後
深
め
て
い
く
べ
き
課
題
で
す
が
、ま
ず

は
人
権
に
つい
て
の
理
解
、人
権
思
想
の
涵
養
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
十
二
月
の
人
権
週
間
に
な
る
と
、人
権
に
つ

い
て
の
授
業
を
し
ま
す
。学
生
の
多
く
が
、「
人
権
と

は
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
」と
誤
解
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
を
引
く
ま
で
も
な
く
、「
す
べ
て

の
人
間
は
、生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
」で
す
。自
分

の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
、つ
な
わ
ち
、自
己
決
定

は
、人
権
思
想
の
要
で
す
。障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、自
分
の
意
見
を
表
明
し
、自
分
が
生
き
る
社
会

現
在
の
研
究
テ
ー
マ

研
究
分
野
と
の
出
会
い

現
在
の
研
究
と
活
動
テ
ー
マ

大
学
院
で
の
学
び

小
さ
な
声
か
ら
立
ち
上
げ
る

に
参
加
す
る
機
会
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。と
こ
ろ
が〈
過
剰
な
お
節
介
〉は
、「
あ
な
た
の

た
め
」と
い
う
一
見
美
し
い
言
葉
で
、自
己
決
定
を
阻

害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、自
分
の
個
人
情
報
を

気
軽
に
第
三
者
に
提
供
し
、そ
こ
か
ら
下
り
て
く
る

「
最
適
解
」を
参
照
す
る
生
活
に
慣
れ
て
い
ま
す
。自

己
決
定
の
意
義
を
実
感
す
る
経
験
が
乏
し
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、自
分
に
対
す
る
人
権
侵
害
へ
の
感
受

性
が
鈍
り
、他
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
も
無
頓
着

に
な
り
が
ち
で
す
。

　

本
学
に
お
け
る
教
師
教
育
で
は
、学
生
た
ち
が
自

身
の
被
教
育
体
験
を
省
察
で
き
る
よ
う
支
え
つ
つ
、

人
権
思
想
の
意
義
を
共
有
し
て
い
く
教
育
実
践
を

め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
師
教
育
の
軸
は
人
権
思
想

［研究キーワード］
センシング、音メディア処理、視覚メディア処理、コンピュータビジョン、
画像処理、パターン認識、知能情報処理、知的システム、機械学習、
感性計測評価、音楽情報処理 

［主な研究テーマ］
●情報通信 / エンタテインメント、ゲーム情報学 / 音楽情報処理 
●情報通信 / 感性情報学 / 感性計測評価 
●情報通信 / 知能情報学 / 機械学習、知的システム、知能情報処理 
●情報通信 / 知覚情報処理 / パターン認識、画像処理、
　コンピュータビジョン、視覚メディア処理、音メディア処理、センシング 

［主な研究テーマ］
●芸術技能の育成支援・既存事例解析・未知事例生成
●工業技能伝承のためのセンシングと育成教材の開発
●個人認証に関するセンシングとアルゴリズムの研究

［学歴］
名古屋大学大学院教育発達科学研究科
教育学専攻博士課程前期課程 修了

2001年 3月

［共同研究・競争的資金等の研究課題］
●マリア財団研究助成 2014年度
●科学研究費助成事業基盤研究C 2019-2023年度

PROFILE

PROFILE 究
所
で
技
能
者
の
育
成
を
テ
ー
マ
に
工
業
技
能
を

デ
ー
タ
化
す
る
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。自
身
の

研
究
で
中
小
企
業
の
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る

こ
と
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
産
業
大
学
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
学
生
と
の

出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。世
の
中
の
人

が
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
問
題
を
発
見
す
る

力
、そ
し
て
そ
れ
ら
を
情
報
工
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
な
現
実
的

な
手
法
を
生
み
出
す
手
伝
い
が
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

［経歴］
愛知教育大学教育学部
愛知産業大学短期大学国際コミュニケーション学科
愛知産業大学経営学部

2012年5月 - 2015年3月
2015年4月 - 2025年3月
2025年4月 - 

［学歴］
名古屋工業大学大学院情報工学専攻博士後期課程 修了2016年3月

［受賞］
学生論文奨励賞/情報処理学会東海支部 
山下記念賞/情報処理学会 
論文賞/日本知能情報ファジィ学会 

2014年5月
2017年3月
2017年9月
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［写真１］BIMエスキスワークフロー「BEW」テンプレートを使って建築設計Ⅱ-a授業風景

［写真２］BIMエスキスワークフロー「BEW」テンプレートの初期画面

［写真３］AIと対話して作成したコンセプトを基に、AIで生成した建物画像

オンライン卒業研究展の３Ｄモデル

［写真４］学生が作成した建物

愛知産業大学 通信教育部

02
U

N
IV

E
R

S
IT

Y
, JU

N
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R
 C

O
L

L
E

G
E

UNIVERSITY

　

2
0
2
2
年
度
に
採
択
さ
れ
、2
0
2
3
年
度

の
コ
ミ
ュ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る「
B
I
M

を
使
っ
た
建
築
設
計
エ
ス
キ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
つ

い
て
の
研
究
」に
つ
い
て
、現
在
の
状
況
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
度
は
、2
0
2
3
年
度
に
研
究
で

得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、B
I
M
C
A
D
上
で
展
開

す
る
B
I
M
エ
ス
キ
ス
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー「
B
E
W
」テ
ン

プ
レ
ー
ト（
写
真
2
）を
開
発
し
、そ
の
実
証
実
験
を

愛
知
産
業
大
学
通
信
教
育
部
建
築
学
科
の
建
築
設

科
学
研
究
費
助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）22K

0
2
8
7
3

「
B
I
M
を
使
っ
た
建
築
設
計
エ
ス
キ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
の
研
究
」実
施
状
況
報
告

研
究
活
動
紹
介

﹇
造
形
学
部
建
築
学
科 

教
授 

藤
枝
秀
樹
﹈

　

通
信
教
育
部
建
築
学
科
で
は
例
年
、卒
業
研
究
の

成
果
を
模
型
や
図
面
を
用
い
た
卒
研
展
を
名
古
屋
、

福
岡
、東
京
の
3
つ
の
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、全
国
で
学
び
を
続
け
る
多
く
の
社
会
人
学
生

に
と
って
、会
期
中
に
会
場
に
赴
き
、作
品
を
鑑
賞
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、私
た
ち
は
遠
隔
・
非
同
期
の
環
境
で
学
ぶ

学
生
た
ち
に
も
充
実
し
た
学
習
体
験
を
提
供
す
る

た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
仮
想
の
展
示
空
間
を
再
現

し
、そ
の
中
で
学
生
の
作
品
を
立
体
的
に
鑑
賞
可
能

な
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル・
リ
ア
リ
テ
ィ
）技
術
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
卒
業
研
究
展
の
開
発
に
2
0
2
3
年

度
か
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
卒
業
研
究
展
の
開
発

﹇
造
形
学
部
建
築
学
科 

准
教
授 

増
田
忠
史
﹈

　

初
年
度
は
、3
6
0
度
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
と
バ
ー

チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
立
体
的

に
再
現
さ
れ
た
展
示
会
場
に
、各
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
ボ
ー
ド（
P
D
F
）と
模
型
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
Ｖ
Ｒ（
被
写
体
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
撮
影
し

た
画
像
を
結
合
し
、回
転
さ
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
技
術
）を
配
置
す
る
方
法
を
試
行
し
、鑑
賞
者
が

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
上
で
、実

際
の
会
場
を
歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
の
あ

る
鑑
賞
体
験
と
作
品
の
立
体
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る
鑑
賞
体
験
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、今
年
度
は
、学
生
本
人

が
展
示
作
品
を
説
明
す
る
約
3
分
間
の
発
表
動

画
、公
開
講
評
会
の
記
録
映
像
を
展
示
コ
ン
テ
ン
ツ

に
加
え
て
い
ま
す
。図
面
や
模
型
を
見
る
だ
け
で
は

伝
わ
り
に
く
い
設
計
の
狙
い
や
工
夫
も
、学
生
自
身

の
言
葉
に
よ
る
解
説
動
画
を
見
る
こ
と
で
理
解
し
や

す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、講
評
会
の
映
像
か
ら
は
先

生
方
の
講
評
や
質
疑
応
答
の
様
子
も
う
か
が
え
、作

品
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
う

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
よ
って
、作
品
の
背
景
や
ね

ら
い
ま
で
含
め
て
よ
り
深
く
味
わ
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン

展
示
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

技
術
面
で
は
、バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「Ｍ

a
tte

rp
o
r
t

」（
注
１
）を
利
用
し

て
Ｖ
Ｒ
展
示
空
間
を
構
築
し
ま
し
た
。展
示
会
場
で

は
立
体
的
な
展
示
空
間
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、そ
の

中
の
模
型
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
ボ
ー
ド
に
は
タ
グ
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
か
ら
よ
り
詳
細
な
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。模
型
の
デ
ー

タ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「S

c
an
iv
e
r
s
e

」

（
注
２
）を
使
用
し
て
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
を
行
い
、模
型
を

※本研究は令和５年度科学研究費助成事業「オブジェクトＶＲを利用した遠隔・非同期での建築教
育ツールの開発についての研究」（研究代表者：増田忠史、研究分担者：家田諭）による助成を受
けた研究の一部です。

注１：米国のMatterport社によって提供される人工知能を使用し、現実世界の空間から没入感のあ
るデジタルツインを作成する空間データのプラットフォーム。

注２：米国のNiantic社によって提供されるフォトグラメトリ技術を活用した３Ｄスキャンアプリ。スマート
フォンを用いて高精細な３Ｄモデルを生成し、デジタル空間での共有や活用を可能にする。

計
授
業
で
行
い
ま
し
た（
写
真
1
）。授
業
で
は
、調

査
対
象
学
生
は
建
築
が
初
学
に
近
く
、コ
ン
セ
プ
ト

が
容
易
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
生
が
多
く
、エ
ス

キ
ス
に
進
め
ず
、行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
た
た
め
、エ
ス
キ
ス
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
と
、

よ
り
積
極
的
で
多
様
な
エ
ス
キ
ス
を
行
う
た
め
に
、コ

ン
セ
プ
ト
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、A
I
を
活
用
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
作
り

を
実
験
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、A
I
を
利
用
し
て
建
築
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
全
員
が
成
功
し
、A
I
が
設

計
の
ア
イ
デ
ィ
ア
提
供
や
情
報
収
集
に
お
い
て
非
常

に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、そ
の
即
時
性
や
利
便
性

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た（
写
真
3
）。

　

し
か
し
な
が
ら
指
示
の
仕
方（
プ
ロ
ン
プ
ト
技
術
）

に
大
き
く
左
右
さ
れ
、A
I
を
使
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
は

改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

B
E
W
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
実
験
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、B
E
W
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

複
雑
な
形
態
へ
の
挑
戦
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

（
写
真
4
）。

　
一
方
で
、操
作
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、ソ
フ
ト
ウ
ェア
の
操
作
に
不
慣
れ
な
学

生
も
多
く
、初
歩
的
な
操
作
に
つい
て
、取
り
組
む
以

前
に
習
熟
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。ま
た
、ベ
ー
ス
モ
デ
ル
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、思

う
よ
う
な
形
が
造
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、ベ
ー
ス

モ
デ
ル
に
つい
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、B
E
W
の
中
で
ス
ケ
ー
ル
感
の
把
握
で
き
る
工

夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、今
回
B
I
M
に
よ
る
建
築
情
報
の
活
用
は
面

積
の
み
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、建
築
表
面
積
や
体

積
等
エ
ス
キ
ス
段
階
で
の
建
築
情
報
の
活
用
な
ど
取

り
入
れ
つ
つ
、こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、B
E
W
の

改
良
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

様
々
な
角
度
か
ら
自
由
に
眺
め
る
事
が
で
き
る
仕
組

を
構
築
し
ま
し
た
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス「
B
O
X
」を
活
用
し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
、動
画
を
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一
体
化
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
に
よ
っ
て
、通
信
教
育
な
ら
で
は
の
時

間
や
場
所
の
制
約
と
は
切
り
離
さ
れ
た
新
し
い
鑑

賞
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
展
示
空
間
が
残
る
た
め
、

展
覧
会
終
了
後
も
そ
の
ま
ま
作
品
を
教
材
と
し
て

継
続
的
に
活
用
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
で
す
。

今
後
も
、建
築
教
育
に
お
け
る
学
習
支
援
に
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
、遠
隔
教
育
な
ら
で
は
の
新
し
い

学
び
の
形
を
探
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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稚
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アバターを作成している様子VRゴーグルでワールドを体験する様子

バーチャル大阪万博での様子
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昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
仮
想
現
実
に
関

す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、学
生
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、愛
知
県
立
日
進
高
等
学
校
と
本
学
と
の
間
で

高
大
連
携
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
進
高
等
学
校
は
、令
和
６
年
度
よ
り
文
部
科

学
省
よ
り「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」に
採
択
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
、情
報
科
の
松
尾
教
諭
か
ら
ご
相

談
を
受
け
、ハ
イ
ス
ペッ
ク
Ｐ
Ｃ
や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
の

活
用
方
法
、予
算
に
応
じ
た
機
器
選
定
な
ど
に
つ

い
て
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の

た
び
、４
月
か
ら
夏
休
み
ま
で
の
約
３
か
月
間
、３

年
生
の「
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
科

目
を
一
ク
ラ
ス
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
授
業
で
は
、こ
れ
ま
で
は
最
後
の
課

題
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
お

り
、担
当
の
松
尾
教
諭
は
３
年
連
続
で
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
を
受
賞
、生
徒
も
敢
闘
賞

１
名
、奨
励
賞
２
名
の
受
賞
実
績
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、メ
タ
バ
ー
ス
の

ワ
ー
ル
ド
制
作
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

初
回
の
授
業
で
は
、「
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
何
か
」

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
」と
いっ
た
基
本

的
な
知
識
の
習
得
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。メ
タ

バ
ー
ス
は
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）の
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
、完
全
に
同
一
の
概
念
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。不
特
定
多
数
の
人
々
が
参
加
で
き
、双
方

向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、

メ
タ
バ
ー
ス
の
大
き
な
特
徴
で
す
。一
時
間
目
の
授

　

毎
年
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
卒
業
研
究
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。今
回
も
名
古
屋（
名
古
屋
ス
ク
ー
リ

ン
グ
会
場
・
れ
ん
が
橋
ス
タ
ジ
オ
）を
皮
切
り
に
福
岡

（
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
）、東
京（
東
京
ス
ク
ー
リ
ン
グ

会
場
）に
て
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。東
京
に
お
い
て
は
卒
業
懇
親
会（
校
友

会
主
催
）と
日
程
を
合
わ
せ
て
東
京
ス
ク
ー
リ
ン
グ

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。名
古
屋
・
福
岡
・
東
京
で
は

会
場
ス
ペ
ー
ス
が
違
う
の
で
作
品
の
数
量
や
置
き
方

を
工
夫
し
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
名
古
屋
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場
で
は
ゲ
ス
ト
講

師
を
お
招
き
し
、公
開
講
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
講
師
に
は
、三
重
大
学
准
教
授
の
大
井
隆
弘

氏
、山
下
設
計
シ
ニ
ア
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
中
野
裕
正

氏
、塩
田
有
紀
建
築
設
計
事
務
所
の
塩
田
有
紀
氏

の
３
名
を
お
迎
え
し
、ご
講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
研
究
展
・
公
開
講
評
会
開
催

　

2
0
2
3
・
2
0
2
4
年
度
は
金
山
れ
ん
が

橋
ビ
ル
4
階
・
B
１
階
を
お
借
り
し
て
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
が
、2
0
2
5
年
度
よ
り
、

名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト（
旧
名
古
屋
ブ
ラ
イ
ダ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校
校
舎
）2
階（
写
真
１
）・

3
階（
写
真
２
・
３
）に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
専
用
会
場

を
整
備
し
ま
し
た
。主
に
2
階
C
A
D
・
構
造
系

授
業
、3
階
建
築
設
計
系
授
業
を
行
い
ま
す
。各

愛
知
産
業
大
学
通
信
教
育
部 

造
形
学
部
建
築
学
科

名
古
屋
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た

ト
ピ
ッ
ク
ス

東京

福岡

名古屋 公開講評会 ゲスト講師賞表彰式

［写真１］名古屋サテライト2階スクーリング教室、教室一番奥より白板側を撮影

［写真2］3階スクーリング教室全景、入口付近より撮影［写真3］3階スクーリング教室前ホール卒業研究作品展示風景

福岡アジア美術館

東京スクーリング会場

オンライン卒研展
業
で
は
、メ
タ
バ
ー
ス
空
間
に
入
る
際
に
使
用
す

る
、自
分
の
分
身「
ア
バ
タ
ー
」の
作
成
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。興
味
を
持
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
た

め
に
は
、自
分
の
お
気
に
入
り
の
ア
バ
タ
ー
を
作
る

こ
と
も
重
要
で
す
。生
徒
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
反
映
さ
れ
た
ア
バ
タ
ー
を
通
じ
て
、デ
ジ
タ
ル

上
で
の
新
た
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

二
時
間
目
の
授
業
で
は
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用

し
ま
し
た
が
、生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
操
作
に
慣

れ
、メ
タ
バ
ー
ス
の
世
界
の
中
を
自
由
に
移
動
し
て

い
ま
し
た
。あ
る
程
度
操
作
に
慣
れ
た
段
階
で
、

「
バ
ー
チ
ャ
ル
大
阪
万
博
」の
ワ
ー
ル
ド
に
入
り
、実

際
の
会
場
に
行
く
前
に
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
の
見

学
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。会
場
は
広
大
で

す
が
、地
図
か
ら
行
き
た
い
場
所
を
選
ん
で
自
由

に
移
動
で
き
る
仕
組
み
で
す
。し
ば
ら
く
す
る
と
、

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
所
に
移
動
し
、

思
い
思
い
に
大
阪
万
博
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。最

後
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ビ
リ
オ
ン
前
に
集
合
し
、

一
部
の
生
徒
の
み
に
な
り
ま
す
が
、記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
遠
隔
に
よ
る
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で

の
授
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。生
徒
は
高
校
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
か
ら
受
講
し
、私
は
離
れ
た
場
所
か
ら

授
業
を
行
い
ま
す
。メ
タ
バ
ー
ス
空
間
に
は
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、そ
の
モ
ニ
タ
ー
に
私
の
パ
ソ
コ
ン
画

面
を
映
し
出
し
て
授
業
を
進
め
ま
す
。今
後
の
授

業
で
は
、簡
単
な
メ
タ
バ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。使
用
す
る
の
は「ｃ

ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

」

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、Ｕｎｉｔｙ

と
い
う
ゲ
ー

ム
エ
ン
ジ
ン
と
、cｌｕｓ

ｔｅｒ

の
公
式
キ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、自
分
の
部
屋
を
制
作
し
て
も
ら
い
ま
す
。

さ
ら
に
、３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
ス
キ
ャ
ン
し
た
自
身
の

お
気
に
入
り
の
ア
イ
テ
ム
を
、そ
の
仮
想
空
間
に
配

置
し
て
い
く
予
定
で
す
。最
終
回
の
授
業
で
は
、各

自
が
作
成
し
た
部
屋
を
紹
介
し
合
う
予
定
で
す
。

ま
た
、生
徒
の
作
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

簡
単
な
ゲ
ー
ム
要
素
を
取
り
入
れ
た
空
間
の
制
作

に
も
取
り
組
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
、生
徒
の
創
造
性
や
論
理
的
思

考
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、授
業
で
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
を
設
け
、生
徒
同
士
が
学
び
を
共
有
で
き
る
場

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。私
の
担
当
は
一
学
期

の
み
で
す
が
、こ
の
経
験
が
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
今

後
の
学
び
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

二
学
期
に
は
、文
化
祭
で
メ
タ
バ
ー
ス
上
に
作
品

を
展
示
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、指
導
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
大
連
携
・Ｖ
Ｒ
授
業

﹇
造
形
学
部
建
築
学
科 

准
教
授 

玉
井
香
里
﹈

　

授
業
で
指
導
を
受
け
た
先
生
方
と
は
異
な
る
視

点
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
表
者
に
と
って
も
、来

場
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、非
常
に
有
意
義
な
機
会

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
、講
評
会
の
様
子

は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
配
信
さ
れ
、視
聴
者
の
中
に
は
今
後

卒
業
研
究
に
取
り
組
む
在
学
生
も
多
く
、参
考
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。講
評
会
の
後
、ゲ
ス
ト
講
師

賞
を
決
め
る
投
票
が
行
わ
れ
、現
代
の
状
況
に
お
け

る
新
し
い
弔
い
の
あ
り
方
を
提
案
し
た
大
澤
香
乃
さ

ん
の「
白
百
合
の
泉 

-

日
常
と
死

-

」が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

別
頁
紹
介
の
研
究
報
告
：Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
卒
業
研
究
展
の
開
発
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
頂
け
ま
す
。

教
室
は
、授
業
内
容
に
即
し
て
、必
要
機
材
・
図

書
等
充
実
し
た
設
備
・
什
器
を
整
備
し
ま
し
た
。

学
生
数
が
東
京
に
並
び
多
い
中
部
圏
に
こ
れ
ま

で
専
用
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、本
整
備
に
よ
り
名
古
屋
に
学
生
の
学
び
の

拠
り
所
が
確
保
で
き
、今
後
の
大
い
な
る
飛
躍
に

繋
が
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
プ
レ
イ
に
か
か
る
時
間
に
よ
っ
て

「
軽
量
級
」、「
中
量
級
」、「
重
量
級
」等
に
分
類
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
分
類
は
プ
レ
イ
に
か
か
る

時
間
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
ル
ー
ル
の
量
で
あ
っ
た

り
と
い
ろ
い
ろ
な
捉
え
方
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
プ

レ
イ
時
間
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

以
下
に
紹
介
す
る
ゲ
ー
ム
は
①
か
ら
③
は「
軽
量

級
」の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
④
は
ボ
ー
ド
と
コ
マ
を
用
い

る
ゲ
ー
ム
で
す
。い
ず
れ
も
だ
い
た
い
30
分
以
内
に
決

着
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
し
て
は
1
〜
1
0
4
の
数
字

の
カ
ー
ド
が
各
１
枚
ず
つ
あ
り
ま
す
。参
加
者
に
規

定
枚
数
を
配
り
ま
す
。や
る
こ
と
は
非
常
に
単
純
で

配
ら
れ
た
カ
ー
ド（
手
札
）か
ら「
同
時
に
」１
枚
ず
つ

場
に
出
す
だ
け
で
す
。カ
ー
ド
を
出
す
事
の
で
き
る

列
は
４
つ
。し
か
し
各
列
に
お
け
る
枚
数
は
５
枚
。し

か
も
出
し
た
カ
ー
ド
は
、場
に
出
て
い
る
カ
ー
ド
の
中

で
出
し
た
カ
ー
ド
を
超
え
な
い
も
っ
と
も
近
い
数
字

の
後
ろ
に
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん（
場
に
8
、

25
、40
、60
と
出
て
い
る
と
き
に
28
を
出
し
た
場
合
に
は

25
の
後
ろ
に
、70
を
出
し
た
場
合
に
は
60
の
後
ろ
に「
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
）。や
む
な

く
６
枚
目
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
５
枚
の
カ
ー
ド
を
引
き
取
り
ま
す
。各

カ
ー
ド
に
は
小
さ
な
牛
が
何
頭
か
書
か
れ
て
い
ま

す
。こ
の
小
さ
な
牛
を
67
頭「
集
め
て
し
ま
っ
た
」プ

レ
イ
ヤ
ー
が
負
け
に
な
り
ま
す
。各
プ
レ
イ
ヤ
ー
が「
同

時
に
」出
す
と
い
う
こ
と
が
思
い
も
よ
ら
な
い
ド
ラ
マ（
使

い
古
さ
れ
た
言
い
回
し
で
す
が
）を
生
み
出
し
ま
す
。

挙
げ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
と
断
っ
て
い

る
よ
う
に
こ
の
授
業
で
は
パ
ソ
コ
ン
、ゲ
ー
ム
専
用
機
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）等
で
遊
ぶ
こ
と
に
代
表
さ

れ
る
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。デ
ジ
タ
ル

ゲ
ー
ム
は
電
気
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
て
ア
ナ
ロ

グ
ゲ
ー
ム
は
電
気
を
使
わ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
非

電
源
ゲ
ー
ム
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
中
に
は
ス
マ
ホ
と
組
み
合
わ
せ
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
も
あ

り
ま
す
）。こ
の
小
文
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
い
う
言
葉

が
出
て
く
る
場
合
、そ
れ
は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
含
む
ア

ナ
ロ
グ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
意
味
し
ま
す
。日
本
で
も

Y
ouT
ube

で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
関
連
の
動
画
を
配
信

し
て
い
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
、芸
能
人
が
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
様
子
を
放
送
す
る
番
組
、ニュ
ー
ス
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
等
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
関
連
情
報
を
発
信
し
て
い

る
W
e
b
サ
イ
ト
、ブ
ロ
グ
も
多
々
あ
り
ま
す
。最
近

で
は（
公
共
）図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
る
こ
と
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
か
つ
て
よ
り
は
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、「『
人
生
ゲ
ー
ム
』や

『
U
N
O
』み
た
い
な
ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
す
よ
ね
」と

一
部
有
名
な
タ
イ
ト
ル
以
外
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

知
って
も
ら
え
て
い
な
い
よ
う
に
個
人
的
に
は
感
じ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
で
取
り
上

げ
た
あ
る
い
は
羽
島
市
立
図
書
館
で
わ
た
し
が
プ
レ
イ

し
た
こ
と
の
あ
る
ゲ
ー
ム
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介

し
ま
す
。た
だ
し
す
べ
て
を
書
く
と
興
味
を
も
っ
て
も

ら
え
た
方
が
実
際
に
遊
ん
だ
時
の
印
象
や
気
持
ち
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
の

で
、あ
え
て
詳
細
は
ボ
カ
し
て
書
く
こ
と
と
し
ま
す
。

短期大学 通信教育部
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愛知産業大学 

　

わ
た
し
は
現
在
短
期
大
学
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
ひ
と
つ

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム（
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
含
む
）を
教
材
と
し
て
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
の
達
成
目
標
と
し
て「
ア
ナ

ロ
グ（
ボ
ー
ド
）ゲ
ー
ム
の
持
つ
文
化
的
価
値
、教
育
的

価
値
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
を
実
際
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
を

通
じ
て
考
察
し
、戦
略
、ル
ー
ル
、メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分

析
、理
解
、活
用
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
」こ
と
を

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た
授
業

― 

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ 

―

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
紹
介

②『
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

③『
モ
ン
ス
タ
ー
メ
ー
カ
ー
』

①『
ニ
ム
ト
』

④『
に
わ
と
り
の
し
っ
ぽ
』

国際コミュニケーション学科

髙野 盛光 教授

Interview
教員紹介 01

　

国
産
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
中
で
海
外
で
も
評
価
の

高
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
こ
れ
も
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

２
人
か
ら
４
人
で
遊
べ
ま
す（
そ
れ
以
上
の
人
数
に
な

る
と
面
白
み
に
欠
け
る
と
思
い
ま
す
）。用
い
る
カ
ー

ド
は
た
っ
た
16
枚
。カ
ー
ド
に
は「
兵
士
」、「
姫
」、「
魔

術
師
」な
ど
の
役
職
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
は
固
有
の
能
力
が
あ
り

ま
す
。各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
手
札
は
わ
ず
か
１
枚
。手
番

に
山
札
か
ら
１
枚
引
い
て
２
枚
の
う
ち
１
枚
を
場
に

出
し
ま
す
。カ
ー
ド
が
場
に
出
さ
れ
る
と
、先
に
書
い

た
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
役
職
固
有
の
能
力
が
発
動
し

ま
す（
何
も
効
果
を
発
動
し
な
い
カ
ー
ド
や
発
動
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
）。そ
の

能
力
を
上
手
く
利
用
し
て
自
分
以
外
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
脱
落
さ
せ
て
い
き
最
後
ま
で
残
っ
た
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
勝
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。こ
の
ゲ
ー

ム
は
最
初
1
9
9
8
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。現
在

入
手
可
能
な
も
の
は
2
0
1
8
年
に
出
版
さ
れ
た

リ
メ
イ
ク
版
で
す
。両
者
の
間
に
は
ル
ー
ル
上
の
違
い

が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
ま
す
。ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
リ

メ
イ
ク
さ
れ
る
場
合
、ル
ー
ル
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回
紹
介
す
る
羽
島
市
立
図

書
館
で
プ
レ
イ
し
た
も
の
は
後
者
に
な
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
の
目
的
は
迷
宮
に
潜
って
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

よ
り
も
価
値
の
あ
る
財
宝
を
見
つ
け
出
し
、い
ち
早

く
地
上
に
戻
る
こ
と
で
す
。

　

各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
開
始
手
札
は
５
枚
。自
分
の
手

番
に
１
枚（
以
上
）の
手
札
を
場
に
出
し
て
ゲ
ー
ム
を

進
め
ま
す
。カ
ー
ド
に
は
迷
宮
を
進
む
た
め
の
も
の
、

他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
妨
害
を
す
る
た
め
も
の（
モ
ン
ス

タ
ー
カ
ー
ド
）、プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
く
な
い
結
果
を
も

た
ら
す
も
の（
ト
ラ
ッ
プ
カ
ー
ド
）、他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

か
ら
の
妨
害
を
排
除
す
る
も
の（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
カ
ー

ド
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

迷
宮
か
ら
財
宝
を
持
ち
帰
る
た
め
に
は
、一
定
の

距
離
以
上
を
進
ん
で
宝
の
部
屋
に
到
達
し
て「
同

じ
」距
離
を
戻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
こ
の
部
分

に
も
細
か
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
）。他
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
か
ら
モ
ン
ス
タ
ー
カ
ー
ド
が
出
さ
れ
た
場
合
、そ

の
モ
ン
ス
タ
ー
を
倒
せ
る（
あ
る
い
は
回
避
す
る
）ま

で
一
時
的
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。モ
ン

ス
タ
ー
を
倒
す
た
め
に
活
躍
す
る
の
が
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
カ
ー
ド
で
す
。各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
カ
ー
ド
に
は
そ

れ
ぞ
れ
固
有
名
等
と
と
も
に
振
る
こ
と
が
で
き
る
６

面
サ
イ
コ
ロ
の
個
数
と
修
正
値
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
個
数
分
の
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
修
正
値
と
の
合

計
を
求
め
、そ
の
値
が
邪
魔
を
し
て
い
る
モ
ン
ス
タ
ー

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
値
以
上
で
あ
れ
ば
モ
ン
ス
タ
ー

を
倒
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
時
複
数
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
カ
ー
ド
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
よ
っ
て
は
5
個
、6
個
の
サ
イ
コ
ロ
を
振
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、サ
イ
コ
ロ
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
の
楽
し
み

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ひ
と
言
で
言
い
あ
ら
わ
す
と
、神
経
衰
弱
で
進
む
す

ご
ろ
く
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。ゲ
ー
ム
を
始
め
る
時
に
は

た
ま
ご
型
の
24
枚
の
タ
イ
ル
を
円
形
に
並
べ
て
コ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。24
枚
の
タ
イ
ル
は
同
じ
絵
柄
の
タ
イ
ル

が
2
枚
あ
る
の
で
異
な
る
絵
柄
が
12
種
類
あ
り
ま
す
。

　

円
形
コ
ー
ス
の
中
に
八
角
形
の
タ
イ
ル
を
12
枚

並
べ
ま
す
。こ
の
12
枚
の
タ
イ
ル
の
絵
柄
は
さ
き
ほ

ど
の
円
形
コ
ー
ス
の
12
種
類
の
絵
柄
に
一
致
す
る
も

の
に
な
って
い
ま
す
。

　

す
ご
ろ
く
と
言
え
ば
さ
い
こ
ろ（
６
面
体
の
も
の
が

な
じ
み
深
い
で
し
ょ
う
か
）を
振
っ
て
出
た
目
の
数
だ

け
進
む
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。じ
つ
は
こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
さ
い
こ
ろ
を
使
い

ま
せ
ん
。先
に「
神
経
衰
弱
で
進
む
す
ご
ろ
く
」と
書

き
ま
し
た
。そ
う
で
す
。こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
神
経
衰
弱

の
仕
組
み
を
用
い
て
進
む
の
で
す
。

　

進
め
る
コマ
に
つ
い
て
で
す
。ゲ
ー
ム
の
タ
イ
ト
ル
を

見
て
く
だ
さ
い
。に
わ
と
り
の
し
っ
ぽ
と
あ
り
ま
す

ね
。こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
各
自
が
動
か
す
コマ
は
最
初
１

本
の
尾
羽
を
生
や
し
た
に
わ
と
り
の
形
を
し
て
い
ま

す
。こ
の
尾
羽
は
に
わ
と
り
の
後
ろ
側
に
空
い
て
い
る

穴
に
差
し
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
円
形
の
コ
ー
ス
を
各
自
の
に

わ
と
り
が
く
る
く
る
と
回
り
ま
す
。進
む
た
め
に
は

八
角
形
の
タ
イ
ル
を
１
枚
表
に
し
て
自
分
の
す
ぐ
前

に
あ
る
た
ま
ご
型
の
タ
イ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
絵
柄

と
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
致
し
な
け
れ

ば
そ
こ
で
今
回
の
手
番
は
終
了
に
な
り
ま
す
。終
了

時
に
は
八
角
形
の
タ
イ
ル
を
裏
返
し
ま
す
。一
致
す
れ

ば
今
表
に
し
た
八
角
形
の
タ
イ
ル
を
裏
返
し
に
し
て
、

再
度
自
分
の
す
ぐ
前
に
あ
る
た
ま
ご
型
の
タ
イ
ル
に

描
か
れ
て
い
る
絵
柄
に
一
致
す
る
タ
イ
ル
を
探
す
た
め

に
、八
角
形
の
タ
イ
ル
を
裏
返
し
て
表
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。つ
ま
り
神
経
衰
弱
に
成
功
す
る
か
ぎ
り

に
わ
と
り
を
何
歩
で
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
に
わ
と
り
を
進
め
て
い
る
と
他

の
に
わ
と
り
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

参
加
者
が
出
て
き
ま
す
。他
の
に
わ
と
り
に
追
い
つい

た
場
合
、前
に
い
る
に
わ
と
り
の
前
に
あ
る
た
ま
ご

型
タ
イ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
絵
柄
を
表
に
で
き
る
と

前
に
い
る
に
わ
と
り
を（
何
羽
で
も
）追
い
越
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。そ
の
時
に
追
い
越
し
た
に
わ
と
り
の

尾
羽
を
む
し
っ
て
自
分
の
尾
羽
の
隣
に
空
い
て
い
る

穴
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
も
こ
の

ゲ
ー
ム
で
は
尾
羽
が
む
し
ら
れ
て
無
く
な
って
し
ま
っ

た
に
わ
と
り
は
脱
落
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
を
続

け
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
参
加
し
て
い
る
他
の
に
わ
と
り

の
尾
羽
を「
す
べ
て
」む
し
り
取
る
こ
と
が
で
き
た
に

わ
と
り
が
出
た
時
ゲ
ー
ム
が
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ム
の
中
で
興
味
関
心
を
惹
く
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
で
き
る

図
書
館
へ
行
っ
て
み
た
り
、ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
カ
フ
ェへ
足

を
運
ん
だ
り
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。①
か
ら
④
の
い
ず

れ
も
プ
レ
イ
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、き
っ
と
魅
力

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
め
ぐ
り
あ
え
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
短
大
の
取
り
組
み
と
し
て
今
年
度
も

2
0
2
5
年
度
A
S
U
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
と
し
て
、

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
時
に
オ
ー
プ
ン
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す（
人
数
に
よ
って

は
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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こ
と
で
す
。2
0
0
1
年
9
月
11
日
、ア
メ
リ
カ
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
は
、突
然
に
起
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
を
境
に
、ア
メ
リ
カ
で
は
す
べ
て
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。マ
ンハッ
タ
ン
は
周
囲
を
川
と
海
に
囲

ま
れ
た
島
で
、他
地
区
と
を
つ
な
ぐ
橋
が
幾
つ
も
あ
り

ま
す
。橋
の
下
で
爆
発
物
が
見
つ
か
っ
た
と
根
拠
の
な

い
噂
が
度
々
流
れ
、人
々
は
外
に
出
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ア
パ
ー
ト
の
窓
の
外
は

真
っ
白
に
な
り
、倒
壊
し
た
建
物
や
航
空
機
、燃
料
の

残
骸
粒
子
が
空
気
中
に
浮
遊
し
、目
や
喉
に
ピ
リ
ピ
リ

と
し
た
刺
激
が
何
日
間
も
続
き
ま
し
た
。

　

飛
行
機
や
ヘ
リ
が
通
過
す
る
音
で
、夜
何
度
も
目

が
覚
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
々
が
パ
ニッ
ク
状

態
に
な
って
買
い
だ
め
行
動
に
走
っ
た
た
め
、ス
ー
パ
ー

U
N

IV
E

R
S

IT
Y

, JU
N

IO
R

 C
O

L
L

E
G

E

　

今
か
ら
24
年
前
、私
は
ア
メ
リ
カ
で
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。と
も
に
机
を
並
べ
る
仲
間
は
、ア
メ

リ
カ
人
は
も
と
よ
り
、ヨ
ー
ロッ
パ
や
ア
ジ
ア
出
身
者
、

日
系
人
と
多
様
で
し
た
。町
を
行
き
か
う
人
々
は
、人

種
は
も
ち
ろ
ん
、肌
の
色
や
言
葉
も
さ
ま
ざ
ま
で
、日

本
語
を
母
語
と
す
る
私
に
と
って
も
、何
の
違
和
感
も

な
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
街
で
あ
り
、自
由
と
寛
容

多
様
な
学
生
の
学
び
を
支
援

［主な経歴］

PROFILE

と
多
様
性
の
国
で
の
生
活
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
日
、私
は
ニュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
日
系
ス
ー

パ
ー
近
く
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
ま
し
た
。ニュ
ー

ヨ
ー
ク
・マ
ン
ハッ
タ
ン
と
隣
の
ニュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
隔

て
る
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
で
、と
て
も
景
色
の
良
い
場
所
で

し
た
。当
時
使
っ
て
い
た
ガ
ラ
ケ
ー
に
知
人
か
ら
連
絡

が
あ
り
、店
の
外
に
出
て
み
る
と
、ハ
ド
ソ
ン
川
の
対
岸

に
あ
る
ロ
ー
ワ
ー・マ
ンハッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
か
ら
、煙

が
出
て
い
ま
し
た
。2
棟
並
び
立
つ
高
層
ビ
ル・ツ
イ
ン

タ
ワ
ー
の
う
ち
の
一
方
は
、上
の
方
が
な
く
な
って
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。そ
の
数
時
間
後
に
は
、2
つ

の
ビ
ル
は
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。ツ
イ
ン
タ
ワ
ー

と
は
、世
界
の
経
済
の
中
心
だ
っ
た
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル：ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の

　

私
の
所
属
す
る
短
期
大
学
国
際
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
で
は
、多
様
な
学
生
が
学
ん
で
お
り
、18
歳

か
ら
70
代
後
半
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
、職
業
や
背
景

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。通
信
教
育
と
言
え
ば
か
つ
て
は

社
会
人
学
生
が
主
流
で
し
た
が
、近
年
で
は
、高

校
卒
業
直
後
の
18
歳
、通
信
教
育
や
単
位
制
の
高
校

か
ら
の
入
学
者
、外
国
籍
の
学
生
な
ど
も
増
え
て
お

り
、定
期
的
な
支
援
を
求
め
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

米国・コロンビア大学大学院人文科学研究科修士課程修了（Master of Arts）

民間放送局報道部勤務、

中国・南京師範大学外国語学院勤務等を経て、現職

［主な研究テーマ］
英語コミュニケーション、

特にリーダーの英語スピーチにおける共感のヒントを修辞的観点から探求

［主な社会活動］
ATEM映像メディア英語教育学会会員・中部支部副支部長

日中友好協会会員

名古屋国際センター災害語学ボランティア（英語）

多
様
性
と
自
国
第
一
主
義
の
間
で

国際コミュニケーション学科

寺澤 陽美 准教授
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そ
こ
で
2
0
2
4
年
度
か
ら
、名
古
屋
サ
テ
ラ
イ

ト
で
週
一
回
の
学
習
支
援【
ま
な
び
場
】を
、短
大
の

他
の
先
生
方
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。国
際
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
演
習
と
い
う
各
自
の
課
題
探
求
科

目
に
つ
い
て
、参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
テ
ー
マ

を
議
論
し
合
っ
た
り
、通
信
科
目
の
ポ
イ
ン
ト
や
疑

問
点
を
教
え
合
っ
た
り
、時
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
り
と
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
毎
週
の
学
び
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
、

通
信
教
育
部
の
短
大
生
が
、近
い
将
来
社
会
に
出
た

り
進
学
し
た
り
、夢
を
か
な
え
る
た
め
の
支
援
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
海
外
で
の
体
験
、多
様
性
と
自
国

第
一
主
義
と
の
で
あ
い
が
、現
在
の
毎
日
の
源
流
に

な
って
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。担
当
す
る
英
語
の
授

業
を
通
じ
て
、学
生
た
ち
が
自
分
の
言
い
た
い
こ
と

を
他
者
に
伝
え
た
り
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、同
時
に
、

社
会
で
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
身
に

つ
け
、さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
々
と
共
生
で
き

る
よ
う
に
、支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
棚
か
ら
水
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、生
活
必
需
品

な
ど
が
一
時
的
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。郵
便
物
へ
の

炭
疽
菌
混
入
事
件
が
発
生
し
、注
意
喚
起
の
お
知

ら
せ
が
各
戸
へ
届
い
て
以
来
、タ
オ
ル
で
代
用
し
た
マ

ス
ク
と
手
袋
を
し
て
郵
便
物
を
恐
る
恐
る
開
封
す

る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
疑
心
暗
鬼
に
な
り
、他
人（
ひ
と
）を

見
た
ら
疑
え
、と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。時
に

は
、中
東
系
や
外
国
人
風
の
人
が
通
り
を
歩
い
て
い

る
だ
け
で
、私
自
身
、理
由
も
な
く
恐
れ
た
り
疑
い
の

目
を
向
け
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

街
な
か
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
が
増
え
、空
港
や
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェッ
ク
が
非
常
に
厳
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、寛
容
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
人
々

は
愛
国
主
義
的
に
な
り
ま
し
た
。街
の
ど
こ
も
か
し

こ
も
星
条
旗
や
星
条
旗
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
付

け
で
溢
れ
、支
援
や
警
備
活
動
の
た
め
州
外
か
ら

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
や
って
く
る
軍
用
車
を
見
か
け
る
と
、

人
々
は
星
条
旗
を
振
り
、「
U
S
A
! 

U
S
A
!
」

と
喚
声
を
上
げ
る
と
い
っ
た
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。排
他
的
な
ム
ー
ド
が
た
だ
よ
い
、外
国
系
住
民
の

中
に
は
、目
立
つ
の
を
躊
躇
さ
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
感
じ
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私
自
身
、街
に
出
る
と
き
は
、目
立
っ
た
言
動
を

し
て
嫌
疑
の
目
を
向
け
ら
れ
た
り
攻
撃
を
受
け
た

り
し
な
い
よ
う
、ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
も
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
私
は
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
が
、こ
の
歴
史

的
事
件
以
降
、ア
メ
リ
カ
が
辿
っ
た
二
十
余
年
は
長
い

よ
う
で
短
く
、ま
る
で
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
に
私
の

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。2
0
2
5
年
、ア
メ
リ

カ
で
は
自
国
第
一
主
義
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、世
界
は
複

雑
な
思
い
で
成
り
行
き
を
見
守
って
い
ま
す
。
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普通科 普通科／電気科／情報処理科

高等学校

0607

HIGH SCHOOL 

普通科／電気科／機械科 普通科／電気科／電子科／機械科

0405

昭和37年6月開校（明治38年 私立愛知高等裁縫女学院創設）
校　長 坂 美好
副校長 野田 昌彦
教　頭 桂 幸司
事務長 栗谷 政信
生徒数 1,288名（男：1,164名・女：124名）
教職員数 専任教員：79名、非常勤講師：31名、職員：10名

設置学科・募集定員
◎普通科：80名
◎電気科・電子科：150名
◎機械科：159名

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩5分
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩10分

所在地
〒460 -0026 愛知県名古屋市中区伊勢山1-2-29
ＴＥＬ 052‐322‐1911
https://tachibana-hs.ed.jp/

ホームページホームページ

昭和58年4月開校
校　長 竹治 玄造
教　頭 玉腰 憲樹、黒柳 洋一
事務長 鈴木 康弘
生徒数 1,115名
教職員数 専任教員：77名、非常勤講師：19名、職員：12名

昭和60年4月開設
校　長 竹治 玄造
教　頭 丸山 浩孝
事務長 鈴木 康弘
生徒数 学年制：1,482名
　　　 単位制：  335名
　　　 （学年制は技能連携校の入学が条件となります）
教職員数 専任教員：12名、兼務：1名、職員：2名、非常勤講師：2名

設置学科・募集定員
◎学年制 普通科：580名（男女）
◎単位制 普通科：120名（男女） 午前コース・午後コース

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩5分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐3523 愛知県岡崎市藤川町西川向1‐20
TEL 0564‐48‐5230
https://www.asu-mikawa-tani.jp/

ホームページホームページ

設置学科・募集定員
◎普通科：165名
◎電気科：100名
◎情報処理科：160名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩15分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒４44‐0０05 愛知県岡崎市岡町字原山12‐10
TEL 0564‐48‐5211
https://www.mikawa.ed.jp/

昭和40年4月開設
校　長 坂 美好
副校長 野田 昌彦
教　頭 河合 幸司
事務長 栗谷 政信
生徒数 学年制：1,717名
        単位制：　399名
         （学年制は技能連携校の入学が条件となります）
教職員数 専任教員：16名、非常勤講師：3名、職員：2名

設置学科・募集定員・コース
◎学年制 普通科：840名、電気科：60名、機械科：60名
◎単位制 普通科：160名 午前コース・午後コース・日曜コース

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩5分、
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩15分

所在地
〒460‐0016 名古屋市中区橘1-21-25
TEL 052‐322‐5255
https://www.asu-tchs.jp/

名古屋たちばな高等学校
全日制課程

「名古屋たちばな」から広がる、私の可能性。

名古屋たちばな高等学校
通信制課程

見つめる先に未来がある感謝　礼儀　誠実　積極　努力新しい単位制

愛知産業大学
三河高等学校
全日制課程

愛知産業大学
三河高等学校
通信制課程 （旧 愛知産業大学工業高等学校） （旧 愛知産業大学工業高等学校）
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「
謎
の
高
校
、快
進
撃
」

　

昨
年
度
夏
、ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
騒
が
せ
た
第

一
〇
六
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
愛
知
大
会
。見

覚
え
の
な
い
学
校
名
の
高
校
が
勝
ち
上
が
っ
て
き

て
い
る
、と
少
し
ず
つ
口
コ
ミ
が
広
が
り
、立
ち
は
だ

か
る
強
豪
校
に
次
々
勝
利
し
て
話
題
と
な
っ
た

「
謎
の
高
校
」こ
そ
、名
古
屋
た
ち
ば
な
高
等
学

硬
式
野
球
部

全日制課程

　

昨
年
度
の
共
学
化
に
始
ま
り
、硬
式
野
球
部

が
第
一
〇
六
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
愛
知
大

会
に
て
、名
だ
た
る
強
豪
校
を
倒
し
一
躍
本
校
の
名

前
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、二
十
一
世

紀
枠
に
東
海
代
表
と
し
て
最
後
の
選
考
ま
で
残

り
ま
し
た
。ま
た
、近
年
結
果
を
残
し
て
い
る
自

転
車
部
は
令
和
六
年
度
全
国
高
校
選
抜
自
転
車

競
技
大
会
に
て
優
勝
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。工
業

科
に
お
い
て
も
、電
気
工
事
士
の
全
国
大
会
出
場

の
伝
統
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、昨
年
度
も
第
五
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
に
本
校
生
徒
が

出
場
し
、三
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

華
々
し
い
活
躍
に
よ
り
、本
校
の
話
題
は
広
ま
っ
て

お
り
、多
く
の
中
学
生
、保
護
者
様
の
注
目
の
的

と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
普

通
科
も
二
年
目
と
な
り
、姉
妹
校
と
連
携
し
て
の

出
張
講
義
を
受
講
し
た
り
、体
験
学
習
を
行
っ
た

り
、本
校
で
は
新
た
な
風
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

 

今
年
度
入
学
者
数
五
七
六
名
を
迎
え
、更
に
勢

い
を
増
す
本
校
。今
年
度
も
勉
強
、部
活
動
、資

格
取
得
、本
校
独
自
の
総
合
的
な
探
究
の
授
業

な
ど
、生
徒
の
心
を
掴
ん
で
離
さ
な
い
本
校
の
魅

力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

名古屋たちばな高等学校に
校名変更し、
二年目となりました。

校
、本
校
で
し
た
。校
名
変
更
か
ら
一
年
目
で
あ

り
、ま
だ
校
名
変
更
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、突
然
見
慣
れ
な
い
校
名
の
学
校
が
勝
ち
上

が
る
様
子
は
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、た
く
さ

ん
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま
し
た
。「
ま
る
で
漫
画
の

よ
う
」と
い
う
ネ
ッ
ト
評
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
さ
ら
に
広

ま
り
、五
回
戦
の
愛
工
大
名
電
戦
に
二
対
〇
で
勝

利
す
る
と
、話
題
は
爆
発
的
に
広
が
り
ま
し
た
。

準
々
決
勝
の
中
京
大
中
京
戦
は
満
員
と
な
り
、観

客
の
方
々
か
ら「
た
ち
ば
な
頑
張
れ
！
」と
い
う

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。試
合
の
前
半
は
本
校

が
リ
ー
ド
を
し
て
い
ま
し
た
が
、後
半
で
追
い
つ
か

れ
惜
敗
。し
か
し
負
け
て
強
し
と
い
う
印
象
を
残

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、第
九
七
回
選
抜
高
校
野
球
大
会（
セ

ン
バ
ツ
）に
お
い
て
、本
校
が
二
十
一
世
紀
枠
と
し
て

愛
知
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の
選
考

会
に
て
東
海
代
表
と
な
り
、各
九
地
区
の
一
校
と

し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。惜

し
く
も
出
場
校
二
校
の
中
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
逃

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、本
校
の
伝
統
あ
る「
親
子

制
度
」と
い
う
指
導
方
法
や
、硬
式
野
球
部
が
主

導
で
行
っ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
硬
式
野
球
部
の
活
躍
に
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

部
活
動
の
活
躍
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SCHOOL TOPICS

愛知産業大学

愛知工科大学

愛知工業大学

愛知淑徳大学

愛知東邦大学

愛知みずほ大学

星城大学

大同大学

中京大学

中部大学

東海学園大学

同朋大学

名古屋学院大学

名古屋経済大学

名古屋産業大学

名古屋商科大学

名古屋造形大学

南山大学

日本福祉大学

人間環境大学

東海学院大学

大阪芸術大学

日本体育大学

第一薬科大学

愛知工科大学自動車短期大学

中日本自動車短期大学

ELICビジネス＆公務員専門学校

名古屋美容専門学校

名古屋工学院専門学校

他多数

アイカ工業（株）

愛三工業（株）

（株）アドヴィックス

一般財団法人中部電気保安協会

河村電器産業（株）

CKD（株）

スズキ（株）

大王製紙（株）可児工場

大同特殊鋼（株）

大同メタル工業（株）

（株）デンソー

（株）トーエネック中部本部

（株）東海理化電機製作所

東海旅客鉄道（株）

東芝エレベーター（株）

トヨタ自動車（株）

（株）豊田自動織機

トヨタ車体（株）

名古屋鉄道（株）

日鉄テックスエンジ（株）

日本貨物鉄道（株）

日本軽金属（株）

（株）パロマ

三菱自動車工業（株）

三菱重工業（株）

三菱電機（株）

山崎製パン（株）

（株）ＬＩＸＩＬ

公務員

他多数

進学 就職
［進路実績］

　

本
校
が
電
気
工
事
士
の
技
能
大
会
に
出
場
し
、

全
国
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
て
六
年
が
経
ち
ま

し
た
。昨
年
度
も
本
校
生
徒
が
電
気
工
事
士
技

能
大
会
に
出
場
し
、上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。昨
年
度
は
電
気
科
の
坂
廼
辺
次
元
さ
ん
が
第

五
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。こ
の
大
会
で
は
電
気
工
事
士
と
し
て
の

技
術
力
だ
け
で
な
く
、電
気
工
事
を
す
る
に
あ

た
っ
て
必
要
な
知
識
を
問
う
試
験
も
あ
り
ま
す
。

四
月
か
ら
大
会
出
場
、そ
し
て
優
勝
を
目
標
と

し
、毎
日
努
力
を
し
て
技
術
力
、知
識
を
蓄
え
た

坂
廼
辺
さ
ん
は
、見
事
二
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
毎
日
の
練
習
は
大
変
で
し
た
が
、と
て
も
有
意
義

で
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
る
坂
廼
辺
さ
ん

と
、指
導
す
る
先
生
の
笑
顔
か
ら
こ
の
大
会
で
の

快
挙
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

電
気
工
事
士

　

令
和
六
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

自
転
車
競
技
大
会
に
て
四
k
m
速
度
競
走
に
て
、

本
校
機
械
科
生
徒
の
寺
本
晃
大
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。本
校
自
転
車
部
は
近
年
、全
国
大
会
出

場
常
連
校
で
し
た
が
、寺
本
さ
ん
が
初
め
て
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。自
転
車
は
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、

ロ
ー
ド
競
技
と
あ
り
、さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
競
技
は

様
々
な
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。寺
本
さ
ん
は
四
k
m

自
転
車
部

速
度
競
走
以
外
も
多
数
の
レ
ー
ス
に
出
場
し
、上

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、三
月
に
行
わ
れ
た
令
和
六
年
度
全
国

高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
ト
ラ
ッ
ク
の
部

男
子
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
に
お
い
て
、機
械
科
の
井
上

颯
人
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。ま
た
、多
数
の
レ
ー

ス
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
機
械
科
の
倉
谷
侠

俐
さ
ん
は
自
転
車
競
技
の
日
本
代
表
選
手
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。倉
谷
さ
ん
は
四
月
下
旬
に
イ
タ

学
生
の
活
躍

　

昨
年
度
か
ら
普
通
科
で
行
わ
れ
て
い
る「
総
合

的
な
探
究
」の
授
業
。昨
年
度
は
本
校
の
姉
妹
校

で
あ
る
愛
知
産
業
大
学
、三
河
歯
科
衛
生
専
門

学
校
、名
古
屋
美
容
専
門
学
校
、島
田
幼
稚
園
、

E
L
I
C
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校
の
協

力
を
い
た
だ
き
、特
別
講
義
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。大
学
や
専
門
学
校
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ん
で
い
る
か
、園
児
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
接
し

て
い
る
か
な
ど
、実
践
を
交
え
な
が
ら
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。姉
妹
校
の
先
生
方
が
工
夫
を
凝

ら
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
る
講
義
に
、生
徒
た
ち
も

真
剣
に
話
を
聞
い
た
り
、楽
し
そ
う
に
体
験
学
習

に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

総
合
的
な
探
究
の
授
業

　

ま
た
、今
年
度
の
普
通
科
二
年
生
は
一
学
期
に

工
業
科
の
授
業
を
体
験
し
て
い
ま
す
。本
校
の
工

業
科
の
教
員
を
特
別
講
師
と
し
て
招
き
、「
工
業

と
は
何
か
」を
話
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
は
実

際
に
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。機
械
科
の
生
徒

た
ち
が
普
段
学
ん
で
い
る
製
図
を
体
験
し
、ド
ラ

フ
タ
ー
を
使
っ
て
製
図
を
実
際
に
描
い
て
み
ま
し

た
。同
じ
校
舎
に
い
な
が
ら
、全
く
違
う
学
び
を

行
う
工
業
科
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、視
野

を
広
げ
、生
徒
と
人
生
設
計
に
深
み
を
も
た
ら

せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す
る
機
械
科
の

小
寺
晴
太
郎
さ
ん
が
、令
和
六
年
度
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
愛
知
県
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
選
手
の
選
考
は
、技
術
力
だ
け
で
な
く
県
の

代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
、

全
国
の
選
手
相
手
に
戦
え
る
選
手
で
あ
る
か
ど
う

か
、と
い
う
厳
し
い
判
断
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、本
校
の
小
寺
さ
ん
の
名
が
挙
げ
ら

れ
、愛
知
県
代
表
選
手
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。ま
た
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
近
年
活
躍
が
め

ざ
ま
し
く
、令
和
六
年
度
東
海
高
等
学
校
選
抜
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
を
果
た
し
、Ｂ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
二
位
と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し
た
。今
年
度
も

有
力
な
選
手
が
揃
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活
躍
に

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

リ
ア
で
行
わ
れ
た
世
界
大
会
に
出
場
。ま
た
、五
月

末
に
は
日
本
で
行
わ
れ
た
世
界
大
会
に
も
出
場

し
、世
界
の
選
手
と
戦
っ
て
い
ま
す
。日
本
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、世
界
に
本
校
の
名
を
轟
か
せ
て
く
れ

る
倉
谷
さ
ん
に
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

学
校
の
取
組
み

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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﹇
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
﹈

　

社
会
研
修
第
二
弾
と
し
て
昨
年
度
は
航
空
自
衛

隊
小
牧
基
地
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
生

憎
の
雨
で
し
た
が
、航
空
消
防
隊
の
車
両
の
大
き
さ

に
驚
愕
し
、運
転
席
の
広
さ
を
実
感
。放
水
の
実
演

や
防
火
服
の
試
着
体
験
、実
際
に
消
火
ホ
ー
ス
を
持

ち
、そ
の
重
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。輸
送
機
の
内
部

見
学
で
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
座
り
様
々
な
ス
イ
ッ
チ
や

﹇
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
見
学
﹈

　

昨
年
一
〇
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。年
々
通
信
制
高
校
の
数
は
増
え
て
お
り
、

生
存
競
争
が
激
化
す
る
中
、誤
解
な
く
本
校
の
特
徴

を
理
解
し
て
頂
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、説
明
文
、階

層
、レ
イ
ア
ウ
ト
等
、一
度
全
て
を
白
紙
の
状
態
に
戻

し
、一
か
ら
作
成
し
直
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、イ

メ
ー
ジ
動
画
と
学
校
説
明
動
画
を
一
新
。伝
え
た
い

事
を
精
査
し
、台
詞
作
成
か
ら
ナ
レ
ー
シ
ョン
入
れ
の

立
会
い
ま
で
、よ
り
本
校
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
感
じ

て
頂
け
る
事
を
目
標
に
作
成
し
ま
し
た
。今
後
、通

信
制
高
校
紹
介
サ
イ
ト
や
学
校
説
明
会
、外
部
学
校

説
明
会
な
ど
に
使
用
し
、よ
り
多
く
の
中
学
生
、高

校
生
、保
護
者
の
方
、そ
し
て
企
業
や
上
級
学
校
へ
の

本
校
Ｐ
Ｒ
と
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
衛
隊
協
力
の
も
と
防
災
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。名
古
屋
市
内
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
紹
介
や
災
害

支
援
、救
助
活
動
の
状
況
な
ど
災
害
時
の
自
衛
隊

の
活
動
の
紹
介
や
簡
易
担
架
の
作
り
方
な
ど
簡
単

な
救
護
術
の
学
習
と
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
防
災
講
話
実
施
﹈

　

昨
年
度
３
月
。今
春
４
月
に
社
会
へ
と
巣
立
っ
た
生

徒
達
に
、中
区
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
協
力
の
も
と
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
企
画
は
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。社
会
人
の
心
構
え
や
職
業
人
意

識
な
ど
社
会
に
出

る
前
に
意
識
し
て
お

く
事
や
心
得
な
ど
の

お
話
を
し
て
頂
き
、

戸
惑
う
事
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
職
場
に

適
応
す
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
﹈

　

四
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
総
合
的
な
探
究
の

時
間
に
お
け
る
外
部
専
門
学
校
へ
の
体
験
学
習
を

皮
切
り
に
、年
々
、校
外
研
修
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し

て
い
ま
す
。

愛
知
県
定
通
制
高
校
総
体 

優
勝

校
内
外
研
修
イ
ベン
ト
の
充
実

　

四
年
目
を
迎
え
た
総
合
的
な
探
究
の
体
験
学

習
。受
け
入
れ
て
頂
い
て
い
る
専
門
学
校
の
ご
尽

力
の
お
陰
で
体
験
学
習
の
内
容
が
徐
々
に
変
化
。

総
意
と
工
夫
に
溢
れ
た
企
画
で
生
徒
の
進
路
の

選
択
の
考
察
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。体
験
学
習

を
通
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味

を
持
ち
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
&
公
務
員
専
門
学

校
の
Ｃ
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
を
受
講
し
、

資
格
を
取
得
し
た
生
徒
も
お
り
、主
体
的
な
学

び
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

﹇
総
合
的
な
探
究
の
時
間 

体
験
学
習
﹈

　

今
年
度
よ
り
、高
体
連
に
加
盟
。令
和
七
年
六
月

一
日
に
行
わ
れ
た
第
七
六
回
愛
知
県
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会 

陸
上
競
技 

女
子

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
に
本
校
か
ら
三
年
次
の
鈴

木
暖
杏
さ
ん
が
出
場
。一
八
秒
三
六
の
好
タ
イ
ム
で
優

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

TOPICS

４年制・短期大学 合格実績
愛知大学
愛知医療学院大学 
愛知学院大学
愛知淑徳大学 
愛知東邦大学
愛知みずほ大学
金城学院大学
皇學館大學
椙山女学園大学
 　

洗足学園音楽大学
大同大学
中京大学
中部大学 
東海学院大学
東海学園大学　
帝京大学
同朋大学
名古屋学院大学 

名古屋経済大学
名古屋芸術大学
名古屋商科大学
日本福祉大学
愛知産業大学短期大学通信教育部　
名古屋産業大学短期大学
名古屋短期大学 
名古屋文理大学短期大学部 

看護専門学校 合格実績
えきさい看護専門学校

令和6年度卒業生 進路状況

通信制課程

JICA中部 SDG’S体験学習

オープンカンパニー（フジパン見学）

　

学
校
法
人
愛
知
産
業
大
学
の
教
育
ブ
ラ
ン
ド
を

活
か
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校

の
協
力
に
よ
る
講
座
は
四
年
目
を
迎
え
、昨
年
度
よ

り
新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
系
Ｉ
Ｔ
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。Ｃ
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
同
様
、文
書
処
理

能
力
検
定
の
ワ
ー
プ
ロ
、表
計
算
の
検
定
試
験
の
合

格
を
目
指
す
講
座
で
す
。Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公

務
員
専
門
学
校
の
先
生
の
指
導
で
合
格
者
を
多
数

出
し
て
お
り
生
徒
の
自
信
に
繋
が
って
い
ま
す
。

﹇
姉
妹
校
連
携
講
座
﹈

ホームページ

イメージ動画

進学率が専門学校を含め６割。大学進学者(短期大学含)が年々増加しており、
昨年度は進学者の７割が大学・短大への進学を果たしています。

大学・短大
40%

専門学校
20%

就職
（学校紹介）

14%

就職
（自主就業）

13%

未定
13%

　
一
昨
年
度
は
就
職
希
望
者
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー（
職
場
体
験
）を
開
設
。二
年
目
と
な

る
昨
年
度
は
参
加
生
徒
が
増
え
、そ
れ
に
伴
い
訪

問
先
企
業
数
も
増
え
ま
し
た
。特
に
有
名
食
品

メ
ー
カ
ー
の
見
学
や
身
近
な
製
品
を
制
作
し
て
い

る
隠
れ
た
優
良
企
業
の
発
見
な
ど
生
徒
に
と
っ
て

驚
き
や
興
味
を
抱
く
事
が
多
く
あ
り
、働
く
事

に
よ
る
社
会
貢
献
の
意
識
付
け
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。進
路
指
導
の
礎
と
し
て
の
企
画
に
成
長

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

計
器
類
に
圧
倒
さ
れ
操
縦
桿
を
握
り
パ
イ
ロ
ッ
ト

気
分
を
満
喫
。更
に
特
別
公
開
と
し
て
管
制
塔
内

部
を
見
学
。航
空
レ
ー
ダ
ー
ま
で
見
せ
て
頂
き
、と

て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
務
員
対
策
講
座
で
は
名
古
屋
市
職
員
の
一
次

試
験
に
１
名
の
合
格
者
が
出
ま
し
た
。惜
し
く
も

２
次
試
験
合
格
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
公
務

員
対
策
講
座
を
受
講
し
て
い
る
後
輩
た
ち
の
励
み

と
な
り
ま
し
た
。当
該
生
徒
は
そ
の
後
、大
学
に
進

学
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
て
公
務
員
対
策
講
座
を
受
講
し
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校
へ
進
学
し
た
生
徒
も

昨
年
度
の
名
古
屋
市
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、今

春
よ
り
名
古
屋
市
職
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
度
の
名
古
屋
市
消
防
局
合
格
者
を
含
め

本
校
の
公
務
員
対
策
講
座
を
受
講
し
て
い
た
生
徒

は
公
務
員
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

勝
を
飾
り
ま
し
た
。八
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
東

京
、夢
の
島
競
技
場
及
び
駒
沢
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会 

陸
上
競
技
の
女
子
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
に
愛
知

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。ま
た
、走
り
が
評
価
さ
れ

女
子
四
×
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
の
選
手
と
し
て
も
愛

知
県
代
表
で
出
場
し
ま
す
。

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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入
試
広
報
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
始
め
て
三

年
目
。中
学
校
で
の
進
路
説
明
会
は
、中
学
生
だ

け
で
な
く
保
護
者
の
方
に
も
大
変
好
評
で
、令
和

6
年
度
体
験
入
学
会
へ
の
参
加
者
数
は
2
0
0
0

名
を
超
え
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。教
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
独
自
に
考
え
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ブ
ー
ス

を
出
店
し
、時
間
内
で
可
能
な
限
り
回
る
こ
と
が

で
き
る
形
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

実
施
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、他
校
に
は
な

い
魅
力
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年

度
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
る
る
ぶ
』を
発
行
し
て
お

り
、こ
ち
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

①
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
学
校 

　

現
在
、『
楽
し
い
学
校
』を
目
指
し
て
見
直
し
や

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。お
昼
休
み
に
は
人
気
の
パ

ン
屋
さ
ん『
グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル
』の
出
張
販
売
や
、

L
I
N
E
で
申
し
込
め
る『
ペ
コ
フ
リ
ー
』の
お
弁

当
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。電
子
レ
ン
ジ
を
各
階

に
設
置
し
、温
め
て
お
い
し
く
お
弁
当
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、休
み
時
間
や
放
課

後
を
ク
ラ
ス
の
壁
を
越
え
て
楽
し
く
交
流
で
き
る

よ
う『
憩
い
の
広
場
』を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。放
課

後
も
学
習
の
場
所
に
な
っ
た
り
、待
ち
合
わ
せ
の
場

所
に
利
用
し
た
り
楽
し
く
過
ご
す
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。文
化
祭
や
体
育
祭『
M
I
K
A

-

1
グ

ラ
ン
プ
リ
』な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
幅
に
改
革
し
、楽

し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
在
校
生
か
ら
三
河
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と

　

思
わ
れ
る
学
校

　

体
験
入
学
会
を
ブ
ー
ス
形
式
で
行
う
こ
と
で
、

参
加
者
や
在
校
生
に
教
員
が
自
ら
楽
し
む
姿
を

見
せ
つ
つ
、教
員
が
や
り
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
職

場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、女
子
生
徒
の
入

学
者
増
加
を
望
み
、女
性
教
員
の
数
も
増
や
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。専
任
教
員
だ
け
で
な
く
講
師

の
先
生
も
含
め
て
女
子
会
を
開
催
し
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
『
＃
三
河
変
わ
っ
た
』三
カ
年
計
画
の
三
年
目
。

在
校
生
・
地
域
・
教
職
員
に
良
い
意
味
で「
三
河
変

わ
っ
た
」と
思
わ
れ
る
学
校
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。 

③
教
職
員
が
三
河
で
働
き
た
い
と

　

思
え
る
学
校 

　

来
年
度
か
ら
の
制
服
変
更
に
向
け
て「
制
服

検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。制
服
は
毎

日
着
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、よ
り
快
適
で
、今
の
高

校
生
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。伝

統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
も
っ
と
可
愛
く
」「
も
っ

と
動
き
や
す
く
」「
今
風
の
デ
ザ
イ
ン
に
」と
い
っ

た
在
校
生
の
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
、委
員
会

で
は
そ
の
意
見
を
も
と
に
改
善
を
検
討
し
て
い
ま

す
。集
ま
っ
た
声
を
も
と
に
、委
員
会
で
は
細
か

な
改
善
点
を
検
討
し
、誰
も
が
気
持
ち
よ
く
着

ら
れ
る
制
服
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。新
し
い

制
服
の
完
成
に
向
け
て
、準
備
は
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。生
徒
と
教
職
員
の
協
力
で
進
め
て
き
た

制
服
の
見
直
し
。完
成
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

来
年
度
に
向
け
た
制
服
の
見
直
し
進
行
中

　

本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き『
＃
三
河
変
わ
っ

た
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
三
カ
年
計
画
の
最
終
改
革

を
進
め
、完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。①
中
学

生
か
ら
選
ば
れ
る
学
校　

②
在
校
生
か
ら
三
河

を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
学
校　

③
教
職

員
が
三
河
で
働
き
た
い
と
思
え
る
学
校
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

＃三河変わった

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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近
年
、大
学
入
試
と
資
格
検
定
の
取
得
は
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
関
係
と
な
って
い
ま
す
。特
に
推
薦

入
試
に
お
い
て
、英
語
検
定
や
漢
字
検
定
が
加
点
対

象
と
な
る
た
め
、普
通
科
で
今
ま
で
以
上
に
資
格
取

得
を
奨
励
し
、今
年
度
か
ら
現
行
の
Ⅰ
類
対
象
に
加

え
、Ⅱ
類
対
象
の
昼
補
習
も
開
始
し
て
い
ま
す
。学

校
と
し
て
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
、生
徒
の
能
力

的
付
加
価
値
が
効
果
的
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、オ

ン
ラ
イ
ン
英
検
対
策
、総
探
で
の
研
究
発
表
等
、毎

年
新
た
な
取
り
組
み
を
考
え
実
行
し
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
甲
斐
も
あ
り
、今
年
の
国
公
立
大
学
合
格

率
は
64
%
を
達
成
し
、年
々
国
公
立
大
学
の
合
格
者

数
と
合
格
率
と
も
に
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。

【
普
通
科
】

　

令
和
6
年
度
は
、国
家
資
格
で
あ
る
I
T
パ
ス

ポ
ー
ト
試
験
に
16
名
合
格
、情
報
処
理
技
術
者
試
験

の
基
本
情
報
に
6
名
合
格
し
ま
し
た
。更
に
は
、組

織
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
貢
献
し
、脅
威
か
ら

継
続
的
に
組
織
を
守
る
た
め
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
を

認
定
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
試
験
に

も
合
格
を
果
た
し
て
い
ま
す
。高
校
に
進
学
し
て
初

め
て
学
ぶ
情
報
処
理
の
勉
強
で
、高
校
生
に
は
合
格

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
わ
れ
る
国
家
試
験
に
毎
年

多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、情

報
処
理
科
が
合
格
者
を
輩
出
す
る
仕
組
み
を
築
き

上
げ
て
い
る
か
ら
で
す
。二
年
次
の
ク
ラ
ス
替
え
で

は
、上
級
レ
ベ
ル
の
資
格
取
得
を
目
標
と
す
る
ク
ラ
ス

か
、更
な
る
基
礎
固
め
に
よ
っ
て
資
格
取
得
を
目
指

す
ク
ラ
ス
に
す
る
の
か
を
選
び
ま
す
。生
徒
が
自
分

に
合
っ
た
選
択
を
し
て
学
習
す
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
の
で
す
。特
に
、上
級
資
格
取
得
目
標
ク
ラ
ス
に
所

属
し
た
生
徒
は
、日
々
の
授
業
と
補
習
を
通
し
て
自

ら
の
実
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

進
路
に
関
し
て
は
、約
６
割
の
生
徒
が
大
学
や
専

門
学
校
へ
進
学
を
し
ま
す
。就
職
に
お
い
て
は
、D
X

を
担
う
人
材
の
需
要
が
増
え
、情
報
処
理
科
に
対

す
る
求
人
も
増
え
て
い
ま
す
。 

　

校
内
で
は
、高
校
生
活
の
充
実
の
た
め
実
習
室
を

利
用
し
、e
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
を
設
立
す
る
な
ど

ハ
ー
ド
面
・ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
も
進
ん
で
い
ま
す
。

情
報
処
理
科
は
、今
後
も
高
度
情
報
社
会
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
と
生
徒
の
高
校
生
活

充
実
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
情
報
処
理
科
】

　

電
気
科
で
は
１
年

生
の
入
学
直
後
か
ら

国
家
資
格
で
あ
る

「
第
二
種
電
気
工
事

士
」合
格
に
向
け
日
々

授
業
に
補
習
に
励
み
、

そ
の
後
、第
一
種
電
気

工
事
士
、そ
し
て
第

三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験
合
格
に
向
け
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。国
家
資
格
取
得
を
足
掛

か
り
に
電
気
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
理
解
を
深
め
、

進
路
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。難
関
国
家

資
格
の
結
果
は
以
下
に
な
り
ま
す
。 

◎
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験

　

年
間
９
名
合
格《
全
国
１
位
》 

　

令
和
６
年
度
一
般
の
受
験
者
も
含
め
全
国
合
格
率

上
期
15
・
99
％
、下
期
16
・
77
％
と
高
校
生
に
と
っ
て

は
難
関
国
家
資
格
で
す
。 

そ
の
難
関
国
家
資
格
で

あ
る
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
に
上
期
2
年
生
１

名
、3
年
生
４
名
、下
期
2
年
生
３
名
、３
年
生
１
名

が
合
格
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
電
気
科
在
学
中
の

合
格
者
累
計
が
１
７
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
生
合
格
ラ
ン
キ
ン
グ
上
期
５
名
合
格

全
国
２
位（
県
内
１
位
）下
期
４
名
合
格《
全
国
２

位（
県
内
２
位
）》、年
間
合
格
９
名
は
全
国
１
位 

◎
第
一
種
電
気
工
事
士
合
格 

　

令
和
６
年
度
上
期
第
一
種
電
気
工
事
士
６
名

《
上
期
全
国
13
位（
県
内
１
位
）》、下
期
第
一
電
気
工

事
士
合
格
25
名《
下
期
全
国
９
位（
県
内
１
位
）》、年

間
合
格
31
名
は
県
内
１
位 （
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
は
電

気
書
院
調
べ
） 

【
電
気
科
】

　

本
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
、競
技
力
の
向
上
の
み
な
ら

ず
、礼
儀・節
度
を
重
ん
じ
る「
安
全
か
つ
健
全
な
ボ

ク
シ
ン
グ
」を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。令

和
6
年
度
も
選
手
た
ち
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま

し
た
。特
に
注
目
す
べ
き
は「
当
て
な
い
ボ
ク
シ
ン
グ
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
で
の

活
躍
で
す
。こ
れ
は
相
手
に
実
際
に
打
撃
を
当
て
ず
、

技
術
や
駆
け
引
き
、ス
ピ
ー
ド
を
競
う
ス
タ
イ
ル
で
、

心
身
の
鍛
錬
と
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
重
視
し
た
競
技
で

す
。令
和
6
年
度
の
全
日
本
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権

﹇
黒
柳 

兼
之
さ
ん 

令
和
６
年
度 

卒
業
﹈

　

私
は
、東
京
海
洋
大
学
へ
の
進
学
を
目
標
に
三
年

間
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。し
か
し
、勉
強
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
目
標
の
高
さ
に
気
づ
き
、大
学
受
験
は
な
か
な
か

思
い
描
い
た
通
り
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で

も
、先
生
方
の
手
厚
い
ご
指
導
と
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

合
え
る
友
人
た
ち
の
支
え
の
お
か
げ
で
、念
願
の
東

京
海
洋
大
学
へ
の
進
学
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。東
京
海
洋
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
の
日
々
は
、発

﹇
ボ
ク
シ
ン
グ
部
﹈

― 

技
と
礼
を
磨
く
、

「
当
て
な
い
ボ
ク
シ
ン
グ
」で
全
国
へ 

―

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

﹇
馬
庭 

大
和
さ
ん 

令
和
６
年
度 

卒
業
﹈

　
ス
ズ
キ（
株
）に
就
職
し
て
一
ヶ
月
、初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
戸
惑
い
な
が
ら
も
、少
し
ず
つ
作
業
に
慣

れ
て
き
ま
し
た
。体
力
的
に
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、自
分
で
稼
ぐ
喜
び
や
成
長
を
感
じ
て
い
ま

す
。高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、責
任
感
や
体
力
づ
く

り
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。学
校
生
活
の
中
で

時
間
を
守
る
事
や
挨
拶
な
ど
の
基
本
を
大
事
に
し

て
お
く
と
職
場
で
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

大西 蓮 
● 愛知県立大学合格 
● 英検2級取得 
学習部 

「総合的な探求の時間」における
進路探求発表の様子 

　

令
和
6
年
度
卒
業
生
の
大
学
等
合
格
状
況
は
、

国
公
立
大
学
15
名
、防
衛
大
学
校
1
名
、私
立
大
学

1
8
9
名
、専
門
学
校
88
名
と
い
ず
れ
も
昨
年
を

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。特
に
東
京
商
船
大
学

と
東
京
水
産
大
学
が
統
合
し
て
で
き
た
東
京
海
洋

大
学
の
合
格
は
う
れ
し
い
一
報
で
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、豊
橋
技
術
科
学
大
学
へ
は
電
気
科
か
ら
4
年
ぶ

り
に
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
低

迷
で
あ
っ
た
姉
妹
校（
愛
産
大
と
E
L
I
C
ビ
ジ
ネ

ス
＆
公
務
員
専
門
学
校
）へ
の
進
学
者
も
大
幅
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
、進
学
率
も
全
体
で
63
%
と
昨
年

を
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、中
で
も
情
報
処
理
科
の
65
%

と
い
う
進
学
率
が
全
体
を
押
し
上
げ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。今
後
も
、進
学
志
望
者
全
員
が
満
足
の

い
く
進
学
先
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う『
進

学
実
現
満
足
度
1
0
0
%
』を
合
い
言
葉
に
、質
の

良
い
進
学
指
導
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

【
進
学
指
導
科
】

　

令
和
6
年
度
の
就
職
者
は
1
3
1
名（
学
年

全
体
の
36
％
）で
あ
り
、全
員
の
就
職
先
が
決
定

し
ま
し
た
。三
学
年
団
と
就
職
指
導
室
が
一
体
と

な
り
、外
部
講
師
に
よ
る
職
業
講
話
や
面
接
指
導

な
ど
を
通
し
、希
望
者
に
対
し
早
期
か
ら
進
路
指

導
を
し
て
き
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。生
徒
・
保
護

者
か
ら
の
人
気
が
高
い
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
へ
決
定
し

た
生
徒
は
、ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）の
16
名
を
は
じ

め
、6
社
34
名
の
生
徒
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。公

就
職
実
績

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
校
斡
旋
内
定
者

15
年
連
続
1
0
0
％
達
成

務
員
に
は
、西
尾
市
職
員（
消
防
官
）を
は
じ
め
愛

知
県
警
察
官
、大
阪
府
警
察
官
、警
視
庁
な
ど
延

べ
５
名
の
生
徒
が
合
格
し
ま
し
た
。 

　

昨
年
度
か
ら
は
、新
た
に「
H
a
n
d
y
進
路

指
導
室
」を
導
入
し
、生
徒
が
家
庭
に
お
い
て
も
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
求
人
票
の
閲
覧
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。生
徒
・
保
護
者
に

と
っ
て
は
よ
り
便
利
に
な
り
、進
路
を
決
定
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

﹇
情
報
処
理
科 

３
年
D
組　

野
村 

柊
磨
﹈

　

私
は
、高
校
一
年
生
の
時
に
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
ま
し
た
。そ
の
時
は
補
欠
で
し
た
の
で
、競

技
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。先
輩

方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
中
で「
次
は
必
ず
選
手
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
る
ん
だ
」と
決
意
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
の
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
に
、

今
回
は
選
手
と
し
て
会
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
と

何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。個
人
戦

部
活
動
実
績

﹇
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
﹈

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
男
子
団
体
優
勝

は
緊
張
な
ど
で
体
が
こ
わ
ば
って
し
ま
い
満
足
の
い
く

結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、団
体
戦
で
は
先
輩

方
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
。決

勝
は
、前
年
度
優
勝
校
の
近
畿
大
学
附
属
高
等
学

校
と
の
対
戦
で
し
た
。相
手
チ
ー
ム
の
一
人
は
小
学

校
か
ら
た
び
た
び
試
合
で
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
、一
度
も
勝
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も

う
少
し
で
勝
ち
負
け
が
決
ま
る
残
り
数
射
と
い
う

状
況
で
も
、正
直
勝
て
る
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
輩
方
や
顧
問
の
先
生
、保
護
者
の
方
々
の
応
援
も

あ
り
い
つ
も
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。優
勝
し
た
瞬
間
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、２
連
覇
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
し
た
。次
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、先
輩

が
自
分
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
今
度
は
自
分

が
同
級
生
や
後
輩
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
存

在
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

大
会
で
は
、ユ
ー
ス
男
子
1
6
5
c
m
超
ク
ラ
ス
で
見

事
優
勝
し
、ユ
ー
ス
女
子
1
6
0
c
m
以
下
ク
ラ
ス
で

第
3
位
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。さ

ら
に
、競
技
ボ
ク
シ
ン
グ
の
舞
台
で
も
活
躍
が
続
い
て

い
ま
す
。全
日
本
女
子
ジ
ュニ
ア
選
手
権
大
会
バ
ン
タ

ム
級
、全
国
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
抜
大
会
女
子
バ
ン
タ

ム
級
へ
の
出
場
を
果
た
し
、全
国
レ
ベ
ル
で
の
存
在
感

を
高
め
て
い
ま
す
。今
後
も「
強
く
、礼
儀
正
し
く
、

心
美
し
く
」を
モッ
ト
ー
に
、安
全
で
質
の
高
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
と
も
に
、競
技・非
競
技
の
両
面
で
豊
か
な

人
間
を
育
む
部
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

見
と
学
び
の
連
続
で
す
。乗
船
実
習
を
は
じ
め
、海
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
教
育
活
動
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
、刺

激
的
で
面
白
い
経
験
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、今
目
の
前
に
あ
る
選
択
肢
が
必
ず
し
も
思
い
描
い

て
い
た
も
の
と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、ぜ
ひ
勇
気
を

も
って
飛
び
込
ん
で
み
て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

幼
稚
園

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

高
等
学
校
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三河高等学校 通信制課程
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H I G H  S C H O O L  

愛知産業大学 

　

令
和
７
年
１
月
に
、主
に
２
年
次
を
対
象
と
し
た

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
生
徒
は

希
望
者
の
み
で
し
た
が
、２
年
次
の
半
数
以
上
が
参

加
し
、関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

 

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、三
河
地
区
の
企
業
様・学
校
様

に
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
た
だ
き
、生
徒
は
各
ブ
ー
ス

を
自
由
に
回
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。現
場
の
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、生
徒
は
業
界
や
分
野

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、進
路
選
択
に
大
い
に
役
立
つ

知
識
を
得
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、企
業
様・学
校
様

に
は
本
校
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
継
続
し
て
行
い
、生
徒
の
進
路
選
択

を
手
助
け
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
の
声
：「
説
明
を
き
い
た
学
校
に
興
味
が

湧
き
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
申
し
込
ん
だ
。」「
進

路
を
悩
ん
で
い
た
が
、行
き
た
い
学
校
が
見
つ
か
っ

た
。」「
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
業
界
で
も
、直
接
話

を
伺
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、自
分
も
携
わ
り

た
い
と
思
っ
た
。」

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施

　

令
和
６
年
度
よ
り
、本
校
単
位
制
の
公
式

In
stag

ram
(@

 m
ikaw

a_
tan

i)

を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。学
校
行
事
や
普
段
の
様
子
を
配

信
し
て
い
ま
す
。「
イ
ン
ス
タ
映
え
」を
意
識
し
た
配

信
を
行
い
、中
高
生
や
地
域
の
方
々
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

図
り
ま
す
。

公
式Instagram

開
設

　

令
和
６
年
夏
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
を
行
い
ま
し

た
。本
校
で
は
、通
信
制
な
が
ら
対
面
で
の
授
業
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ

と
で
、授
業
に
お
い
て
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と

な
り
、よ
り
質
の
高
い
指
導
へ
と
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、持
ち
運
び
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、数
に
限
り
が
あ
る
う
え
、

毎
日
設
置
し
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、

各
教
室
に
天
吊
り
の
プ
ロ
ジェク
タ
ー
を
配
備
し
た
こ

と
で
、授
業
準
備
に
か
か
る
時
間
を
削
減
し
、生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、教
員
用・生
徒
貸
出
し
用
のiP

a
d

も
整

備
し
ま
し
た
。
前
述
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

A
p
p
leT

V

を
接
続
し
、iP

a
d

を
用
い
た
授
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。生
徒
貸
出
し
用i

P
a
d

は
、校
内W
i
-F
i

を
利
用
し
調
べ
学
習
で
用
い
る

こ
と
で
、情
報
化
社
会
を
生
き
る
生
徒
た
ち
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
手
助
け
に
な
って
い
ま
す
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
対
面
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

視
覚
的・聴
覚
的・そ
し
て
体
感
的
な
授
業
が
実
現

し
ま
し
た
。「
へ
ぇ
、そ
う
な
ん
だ
！
」と
思
わ
ず
前
の

め
り
に
な
る
瞬
間
を
大
切
に
し
、興
味
を
学
び
へ
と

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備

　

令
和
６
年
度
卒
業
生
よ
り
、卒
業
記
念
品
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。時
間
割
や
連
絡
事
項

な
ど
の
掲
示
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
卒
業
記
念
品

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
寄
贈

「
単
位
」を
、超
え
る
。

　

通
信
制
高
校
が
多
く
誕
生
す
る
今
日
、本
校
で

は「
単
位
」修
得
に
留
ま
ら
ず
、様
々
な「
経
験
」を

得
ら
れ
る
学
校
へ
の
改
革
を
行
い
、生
き
残
り
を

図
り
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、昨
年
度
は
く
ら
が

り
渓
谷（
岡
崎
市
）と
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
工
房

（
豊
田
市
）に
て
校
外
学
習
を
実
施
し
、生
徒
は
日

常
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な
い
貴
重
な
経
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
大
学
と
連
携
し
た

出
前
授
業
な
ど
、本
校
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

TOPICS

主な進学実績

愛知県立大学
南山大学
愛知大学
愛知工科大学
愛知産業大学
愛知東邦大学
愛知みずほ大学
大谷大学
岡山理科大学
椙山女学園大学

中部大学
東海学園大学
同朋大学
名古屋葵大学
愛知県立農業大学校
愛知工科大学短期大学部
愛知学泉短期大学
茨城女子短期大学部
名古屋文理大学短期大学部
浜松職業能力開発短期大学校

あいち造形デザイン専門学校　
愛知ペット専門学校
ELICビジネス＆公務員専門学校
慈恵歯科医療ファッション専門学校
専門学校HAL名古屋
東海医療科学専門学校
豊橋准看護学校シンシア
名古屋eco動物海洋専門学校
名古屋調理師専門学校
名古屋未来工科専門学校　等

主な就職先

インプルーブ（有）

（株）海栄館

（株）加藤製作所

毎味水産（株）

（株）忍建材

中部合成樹脂工業（株）

（株）でんきち

（株）戸苅工業

（株）豊島技研

（株）丹羽鉄工所

（株）日本刃研

浜名エンジニアリング（株）　等

令和６年度卒業生 主な進路状況 
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ホームページ Facebook Instagramホームページ Facebook Instagramホームページ Facebook Instagram

平成11年４月開校
校長 垣本 勝三
事務長 梅村 浩司
学生数 307名　
教職員数 教員：14名、非常勤講師：7名、職員：3名

［学科・募集定員］
◎美容学科 2年：160名
　● トップスタイリストコース
　● サロンディレクターコース
　● ヘアクリエイターコース
　● ヘアメイクアーティストコース
　● ヘアプランナーコース

［アクセス］
「金山総合駅」南口より徒歩1分

［所在地］
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐8‐10
TEL 052‐678‐3911
https://www.nagoyabiyo.ac.jp

美容学科 

名古屋美容
専門学校

SMILE AND SP IR IT
想像以上の自分に会いに。

専門学校

10

VOCATIONAL COLLEGE

歯科衛生士科

三河歯科衛生
専門学校

平成9年4月開校
校長 丸山 健
教務部長 川上 理永
事務長 鈴木 利充
学生数 99名
教職員数 教員：5名、非常勤講師：31名、職員：2名

昭和53年4月開校
校長 森 登志男
教務部長 木村 公一
指導部長 加藤 佳明
事務長 髙田 典明
学生数 280名
教職員数 教員：13名、非常勤講師：16名、職員：2名

［学科・募集定員］
◎ITスキル科 2年：100名
　● 情報処理コース
　● 医療事務・情報ビジネスコース
　● マネジメントコース（留学生）
◎公務員科 2年：60名
◎短期公務員科 1年：40名

［アクセス］
「金山総合駅」南口より徒歩5分

［所在地］
〒456-0018 名古屋市熱田区新尾頭1‐12‐10
TEL 052-683-0035
https://www.elic.jp/

［学科・募集定員］
◎歯科衛生士科 ３年：４０名

［アクセス］
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩10分、
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

［所在地］
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐130
TEL 0564‐48‐6680
https://mikawa-dental.ac.jp/

幅広い知識と技術をしっかり学ぶ。
心ゆたかな歯科衛生士を目指す。

ITスキル科／公務員科／短期公務員科

ELICビジネス＆
公務員専門学校

徹底的によりそう指導で、
希望の進路に結び付ける。

0809
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皆
さ
ん
、A
W
S
って
ご
存
知
で
す
か
？

　

A
W
S
と
は
、Am

azon W
eb Services

（
ア

マ
ゾ
ン 

ウ
ェブ 

サ
ー
ビ
ス
）の
略
。ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピュ
ー

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
社

会
は「
ク
ラ
ウ
ド
技
術
」が
急
速
に
発
達
し
、世
界
的

に
急
速
な
変
革
を
続
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、ク
ラ
ウ

ド
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
技
術
を
学
び
、使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
情
報
分
野
の
仕
事
に
就
き
た
い
専
門
学
生
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、令
和
7
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら

I
T
ス
キ
ル
科
1
年
情
報
処
理
コ
ー
ス
の
学
生
を
対

象
に
こ
の
よ
う
な「
最
新
の
技
術
を
学
ぶ
」授
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、AW

S A
cadem

y

加
盟
校
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
か
ら「A

W
S
 A
cadem

y

」加
盟
校
に
。

最
新
の
技
術
を
学
生
た
ち
に
！

　

A
W
S A
cadem

y

で
は
、学
生
が
将
来
ク
ラ
ウ
ド

人
材
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
と
ラ
ボ
演
習
環
境（
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
お
よ
び
テ
ス
ト
に
使
用
で
き
る

仮
想
マ
シ
ン
と
物
理
マ
シ
ン
）が
全
て
無
償
で
提
供

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
、
現
在A

W
S 

A
cadem

y Cloud Foundation

講
座
に
て
、

■
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
概
念

■
主
要
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

■
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

■
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ（
構
造
や
設
計
方
法
）

■
料
金
・サ
ポ
ー
ト
の
概
要

を
学
習
し
て
い
ま
す
。

■
動
画
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル

■
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
知
識
確
認
テ
ス
ト

■
ラ
ボ
の
説
明
動
画

■
ハ
ン
ズ
オ
ン
ラ
ボ
演
習
環
境

が
全
て
パッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
、ク
ラ
ウ
ド
の
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
他
に
もPython

を
使
用
し
た
、デ
ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ
や
A
I
の
基
礎
な
ど
、現
在
注
目
さ
れ
て
い
る

技
術
も
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
取
り
入
れ
技
術
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
事
務
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
は
、令
和
8

年
度
よ
り
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
医
療
事
務
、経
理
事
務
、販
売
と
いっ

た
職
業
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
、事
務
職
に

特
化
し
、医
療
事
務
、企
業
で
の
経
理
事
務・営
業
事

務
、一
般
事
務
と
いっ
た
総
合
事
務
を
目
指
す
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
へ
と
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、本
校
の
伝
統
で

も
あ
る「
ク
ラ
ス
担
任
制
」に
よ
る
徹
底
し
た
寄
り

添
う
指
導
は
そ
の
ま
ま
に
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
変
更
に

伴
い
４
つ
の
変
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

﹇
1
つ
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

取
得
資
格
数
の
増
大
﹈

　

取
得
で
き
る
資
格
の
種
類
は
、な
ん
と
22
種
類
。具

体
的
に
は
、医
療
事
務
系
の
資
格
６
種
、総
合
事
務
系

の
資
格
８
種
、パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
系
資
格
８
種
、こ
の
中

に
は
、医
薬
品
登
録
販
売
者
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
２
つ
の
国
家
資
格
も
含
み
ま
す
。

﹇
2
つ
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

デ
ュ
ア
ル
学
習
の
導
入
﹈

　

デ
ュ
ア
ル
学
習
と
は
、学
校
で
の
理
論
的
な
学
習

と
、企
業
で
の
実
践
的
な
訓
練
を
並
行
し
て
行
う
こ

と
で
、社
会
に
出
て
直
ぐ
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

て
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
で
、学
校
で
学
習
す
る
知
識
が
実
社

会
で
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、役
立
っ
て
い
る
の
か
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、学
校
で
の
学
習
意
欲
の
向
上
、

さ
ら
に
実
社
会
で
必
要
と
な
る
ス
キ
ル
も
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
も
う
ひ
と
つ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、企
業
で
の
実
践
的
な
訓
練
は
有
償

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。す
な
わ
ち
、賃
金
が
発
生

し
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、ま
さ
に
一
石

三
鳥
の
教
育
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

﹇
3
つ
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

週
休
3
日
制
の
導
入
﹈

　

多
く
の
学
校
が
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
5

日
登
校
で
あ
る
の
に
対
し
て
、こ
の
コ
ー
ス
で
は
授
業

時
間
を
減
ら
さ
ず
に
、4
日
登
校
で
週
休
3
日
制
を

実
現
し
ま
す
。学
校
が
な
い
3
日
間
の
使
い
方
は
、趣

味
、ア
ル
バ
イ
ト
、旅
行
、勉
強
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、ま
っ
た
く
の
自
由
。社
会
に
出
る
直
前
の
2
年

間
と
い
う
時
間
を
、い
ろ
ん
な
こ
と
に
使
い
視
野
を
広

げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
4
つ
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

自
分
力
ア
ッ
プ
講
座
の
導
入
﹈

　

こ
の
コ
ー
ス
に
ご
入
学
い
た
だ
く
学
生
の
多
く
は

女
性
で
す
。「
美
」と
い
う
ワ
ー
ド
を
基
に
カ
リ
キ
ュラ

ム
の
中
に「
ネ
イ
ル
」「
ヘ
ア
メ
イ
ク
」「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ

ラ
ー
」「
美
文
字
」な
ど
、第
一
印
象
を
良
く
す
る
た

め
の
講
座
を
組
み
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
社
会
に
送
り
出
す
の
は
、

美
し
く
、知
識
、ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た「
才
色
兼

備
」の
人
材
で
す
。ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

姿
を
早
く
見
て
み
た
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

ELICビジネス＆公務員
専門学校
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生
ま
れ
変
わ
る

「
医
療
事
務
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」

I
T
ス
キ
ル
科

医
療
事
務
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

I
T
ス
キ
ル
科

情
報
処
理
コ
ー
ス

　
「
常
に
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
で『
徹
底
的
に
寄
り
添
う
』」を
掲
げ
て
い
る
本
校
。令
和
６
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け
て
も
素
晴
ら
し
い
実
績
や
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。

各
学
科
・コ
ー
ス
毎
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

38 37



 

現
在
、多
く
の
留
学
生
が
本
校
で
学
ん
で
い
る
わ

け
で
す
が
、令
和
６
年
度
の
卒
業
生
の
就
職
決
定

率
は
１
０
０
％
で
し
た
。さ
ら
に
、外
国
人
の
在
留

資
格
と
な
る「
技
術・人
文
知
識・国
際
業
務（
技
人

国
）」ビ
ザ
を
全
員
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。全
員
の
進
路
先
が
決
定
し
、さ
ら
に
ビ
ザ
が
発

給
さ
れ
ず
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る・
卒
業
後
も

就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
が
お
ら
ず
、私
た
ち
教

員
も
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

就
職
活
動
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
一
つ
が
資
格
の
多
さ

で
す
。本
校
の
留
学
生
た
ち
は
、在
学
中
に「
日
本

語
能
力
試
験（JLPT

）」「
電
卓
検
定
」「E

xcel

」

「W
ord

」「
簿
記
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」な
ど
幅
広

い
種
類
の
資
格
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

決
し
て
多
く
な
い
授
業
時
間
の
中
で
合
格
率
を

上
げ
る
た
め
に
、様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、試
験
前
は
授
業
科
目
の
変
更
を
し
、資
格
の

勉
強
に
あ
て
る
。フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な
学
生
を
対
象

に
補
習
を
行
う
な
ど
。そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、昨
年

度
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
試
験
の
合
格
率
１
０
０
％
、

令
和
６
年
度
入
学
者
のJLPT

・N3

保
有
率
も
95

%
と
い
う
好
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
簿
記
の
時
間
を
増
や
し
、「
簿
記
」

「
計
算
実
務
検
定
」の
合
格
率
ア
ッ
プ
を
目
標
に
さ

ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

V
O

C
A

T
IO

N
A

L
 C

O
L

L
E

G
E

留
学
生
ク
ラ
ス
の
就
職
活
動
に
役
立
つ

資
格
勉
強
に
つ
い
て 

I
T
ス
キ
ル
科

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

　

令
和
6
年
度
の
公
務
員
試
験
が
終
了
し
、公
務

員
試
験
最
終
合
格
率
が
91・2
％
と
過
去
最
高
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
公
務
員
科
に
お
い
て
は
、１
年
次
か
ら
全

員
の
学
生
が
公
務
員
試
験
を
受
験
し
ま
す
。１
年

次
で
最
終
合
格
で
き
れ
ば
、学
内
規
程
を
満
た
す

こ
と
を
条
件
に
短
期
公
務
員
科
と
し
て
卒
業
で
き

ま
す
。で
す
の
で
、２
年
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
は

「
１
年
次
に
公
務
員
試
験
が
残
念
な
結
果
で
、進
路

面
か
ら
崖
っ
ぷ
ち
」の
学
生
た
ち
ば
か
り
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
次
は
合
格
し
な
い
と
」と
い
う

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
公
務
員
科
２
年
生
の
ク
ラ
ス

は
、筆
記
試
験
が
中
心
と
な
る
１
次
試
験
の
合
格

率
は
1
0
0
％
を
達
成
。全
員
が
何
ら
か
の
１
次

試
験
を
合
格
し
、ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
面
接
試
験

等
が
中
心
と
な
る
２
次
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。残

念
な
が
ら
不
合
格
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
生
が
２
次
試
験
も
合
格
し
、最
終
合
格

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、令
和
５
年
度
入

学
生
に
お
け
る
公
務
員
試
験
最
終
合
格
率
は
２
年

間
で
通
算
91・2
％
と
な
り
ま
し
た
。過
去
最
高
を

達
成
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
の
に
は
、様
々
な
面
で
本
校
の
公

務
員
指
導
の
改
善
・
改
良
を
図
り
ま
し
た
。そ
れ

が
、よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ
と
も
言
え
ま
す
。こ
の

５
年
間
の
中
で
、

な
ど
な
ど
、【
E
L
I
C
メ
ソ
ッ
ド
】と
呼
ん
で
い
る

本
校
独
自
の
公
務
員
試
験
対
策
を
構
築
し
て
き
ま

し
た
。良
い
形
で
E
L
I
C
メ
ソ
ッ
ド
が
機
能
し
、学

生
が「
な
り
た
い
公
務
員
に
な
れ
る
」学
校
の
体
制

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
１
年
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。こ
の

高
合
格
率
を
続
け
て
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。本

年
度
も
一
生
懸
命
学
生
に
寄
り
添
い
、学
生
の
志
望

す
る
進
路
達
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

公
務
員
試
験
最
終
合
格
率

「
91
・
2
%
」達
成
！

「
公
務
員
試
験
に
強
い
」専
門
学
校
へ

突
き
進
む
！

公
務
員
科
・
短
期
公
務
員
科

　

令
和
5
年
卒
で
現
在
愛
知
県
内
の
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
る
ク
エッ
ト

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
し
ま
し
た
。　

　
　

E
L
I
C
で
の
2
年
間
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

授
業
時
間
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。私
の
場

合
、午
前
中
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、午
後
は
学
校

で
、夜
は
自
宅
で
勉
強
と
い
う
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。学
費
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、授
業
が
半
日
だ
け
な
の
も
助
か

り
ま
し
た
。

　

授
業
時
間
以
外
に
も
、資
格
取
得
の
た
め
に

先
生
た
ち
が
必
死
に
教
え
て
く
れ
た
の
が
よ
か
っ

た
で
す
。

　
　

資
格
取
得
の
た
め
に
何
を
し
ま
し
た
か
。 

　

授
業
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、ち
ゃ
ん
と

理
解
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。家
で
も
毎
日

2
時
間
ぐ
ら
い
勉
強
し
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
授
業
で
出
て
き
た
専
門
用
語
を
調
べ

た
り
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
難
し
い
部
分

も
多
か
っ
た
の
で
、
勉
強
し
た
内
容
を

Y
ouT
ube

で
検
索
し
て
、母
国
語
で
説
明
し
て

く
れ
る
動
画
を
見
つ
け
て
勉
強
す
る
こ
と
で
理

解
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

 　
　

ク
エ
ッ
ト
さ
ん
が
在
学
中
に

　
　
一
番
頑
張
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。 

　

電
卓
の
練
習
で
す
。電
卓
検
定
1
級
に
合
格

す
る
の
が
一
番
の
目
標
だ
っ
た
の
で
、学
校
で
も

ら
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
持
ち
帰
って
家
で
タ
イ
マ
ー
を

セ
ッ
ト
し
て
練
習
し
ま
し
た
。試
験
の
日
は
周
り

が
日
本
人
ば
か
り
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、無
事
に

合
格
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
　

資
格
を
た
く
さ
ん
取
っ
た
こ
と
で

　
　

何
か
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

　

就
職
活
動
で
役
立
ち
ま
し
た
。履
歴
書
の
資

格
取
得
欄
に
た
く
さ
ん
の
資
格
が
載
っ
て
い
る
の

を
面
接
官
が
見
て
く
れ
て
、「
頑
張
っ
た
ね
。す
ご

い
ね
。」と
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ

か
、一
社
目
で
内
定
を
も
ら
い
、今
は
そ
の
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。 

　
　

E
L
I
C
で
勉
強
し
た
内
容
は

　
　

今
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
。

　

と
て
も
役
立
って
い
ま
す
。特
に
、今
は
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
車
の
契
約
書
の
整
理
や
手
数
料
の

計
算
を
し
て
い
ま
す
。お
金
の
計
算
を
す
る
の
に

電
卓
を
よ
く
使
い
ま
す
し
、パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
も
役

立
って
い
ま
す
。 

クエットさんが在学中に取得した資格の数  々

恩師の水本先生と 

現在の学生の授業風景 

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

I nt e r v iew■
前
期・後
期
の
授
業
数
を
変
更
。公
務
員
試
験
対
策
が

　
メ
イ
ン
と
な
る
前
期
に
授
業
数
を
増
や
す
。

■
習
熟
度
ク
ラ
ス
を
設
定
し
、学
生
の
理
解
度・

　

学
習
進
度
に
合
わ
せ
た
授
業
を
実
施
す
る
。

■
過
去
問
演
習
等
の
授
業
で
は
演
習
実
施
す
る
と

　

す
ぐ
に
得
点・正
答
率
が
分
か
る

　

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
採
用
。

■
担
任
に
限
ら
ず
多
く
の
教
員・講
師
で
面
接
指
導
を
行
い
、

　

自
分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
す
る
。

■
月
曜
日・１
限
に「
確
認
テ
ス
ト
」を
行
い

　

前
週
の
授
業
が
理
解
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　

不
合
格
な
ら
ば
補
習
を
実
施
し
て
理
解
を
深
め
る
。

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学
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履
歴
書
作
成
か
ら
面
接
指
導
、個
別
面
談
を
行

う
な
ど
、安
心
し
て
採
用
試
験
に
臨
め
る
よ
う
就

職
活
動
の
ス
キ
ル
を

し
っ
か
り
と
指
導
し

ま
す
。

　

学
生
数
を
大
き

く
上
回
る
求
人
の

な
か
か
ら
希
望
す

る
歯
科
医
院
へ
の
就

職
を
目
指
し
ま
す
。

　

食
事
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
歯
。噛
む
こ
と
に

よ
り
、心
の
発
達
、体
の
健
康
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。そ
こ
で
注
目
し
た
の
が「
食
育
」。お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
歯
の
健
康
を
学
び
、調
理
実
習
で
、こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
、歯
科
衛

生
士
と
し
て
の
保
健
指
導
力
と
家
庭
で
の
健
や
か

な
食
生
活
の
あ
り
方
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

学
生
指
導
と
と
も
に
、国
家
試
験
対
策
に
つ
い
て

も
経
験
豊
富
な
教
員
に
よ
る
指
導
に
よ
り
、例
年
高

い
国
家
試
験
合
格
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。指
導
の

一
部
と
し
て
、全
国
レ
ベ
ル
で
実
力
を
把
握
で
き
る
年

6
回
の
全
国
統
一
模
擬
試
験
や
苦
手
科
目
を
克
服

す
る
た
め
に
年
12
回
の
模
擬
試
験
を
受
験
す
る
ほ

か
、ペ
ー
パ
ー
対
策
だ
け
で
な
く
、複
数
教
員
に
よ
る

口
頭
試
問
を
お
こ
な
い
、知
識
の
定
着
を
目
指
し
ま

す
。ま
た
冬
期
か
ら
は
学
生
の
力
に
応
じ
て
学
習
す

る
習
得
別
学
習
を
集
中
し
て
お
こ
な
い
、実
力
に
合

わ
せ
た
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
国
家
試
験
に
合
格
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
と
は
、働
く

人
の
主
体
的
で
、中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支

援
し
、雇
用
の
安
定
と
再
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
雇
用
保
険
の
給
付
制
度
で
す
。一
定

の
条
件
を
満
た
す
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
が
、本
校

に
自
己
負
担
で
入
学
し
た
際
に
、入
学
金・授
業
料

な
ど
実
際
に
必
要
と
な
る
経
費
の
一
部
を
給
付
金

と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
や
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ト

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

歯
科
助
手
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
間
近
で
そ
の

仕
事
ぶ
り
を
見
て
魅
力
を
感
じ
、歯
科
衛
生
士

を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。既
卒
で
の
入
学
で

正
直
、不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、社
会
人
経
験
者

も
多
く
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
分
け
隔
て
な
く
接
し

て
く
れ
る
お
か
げ
で
、実
際
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
よ
か
っ
た
で
す
。

国
家
試
験
に
備
え
た
集
中
学
習
で

高
い
合
格
率
を
維
持

就
職
サ
ポ
ー
ト

求
人
倍
率
約
32
倍

学
生
の
個
性
を
見
極
め
た
就
職
指
導

□歯科衛生士国家試験合格率

令和6年度

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

91.0%

92.4%

93.0%

95.6%

93.3%

年  度 全国平均

100%

100%

100%

100%

100%

本 校
専
門
実
践
教
育
訓
練

給
付
金
制
度

﹇
学
生
の
声
﹈

□求人総数　三河地区の求人数

愛知県

東三河地区

愛知県

西三河地区

令和6年度実績

令和6年度実績

224人

192人

32人

※その他地域にも多くの求人があります。

岡崎市・額田郡（52人）
豊田市・みよし市（46人）
刈谷市（29人）
安城市（32人）

椎葉 ありささん（3年生）

食
育
実
習

国
家
試
験

5
年
連
続
合
格
率
1
0
0
％
達
成

食
を
と
お
し
て
体
全
体
の
健
康
を
考
え
ら
れ
る

歯
科
衛
生
士
に

□全求人数 1,148人

（6人）

西尾市（17人）
碧南市
高浜市
知立市（8人）

▲食育実習
令和6年度臨床式

NPO日本食育
インストラクター

3級取得！！
令和6年度

2年生38名全員取得

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

42 41



　

高
校
生
の
頃
か
ら
多
く
の
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、資
格
を
取
る
こ
と
の
大
変
さ
を
肌
で
感
じ

て
い
ま
し
た
。歯
科
衛
生
士
は
国
家
資
格
で
、合
格

率
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、簡
単
に
取
得
で
き
る
資

格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。資
格
取
得
を
通
じ
て
自
信

を
得
ら
れ
る
と
感
じ
、進
学
を
決
め
ま
し
た
。「
食

育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」の
資
格
取
得
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
含
ま
れ
て
い
た
の
が
学
校
選
び
の
決
め
手
に
な

り
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

授
業
は
2
年
次
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。ハ
ー
ド
な

実
習
で
疲
れ
て
い
る
時
で
も
仲
間
と

話
し
な
が
ら
楽
し
く
授
業
が
受
け

ら
れ
た
の
で
、ち
ょ
う
ど
い
い
息
抜
き

に
も
な
り
ま
し
た
。現
在
働
い
て
い
る

シ
バ
タ
歯
科
で
も
栄
養
士
の
資
格
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
お
り
、食

育
と
歯
科
衛
生
の
世
界
に
は
関
連
性

が
あ
り
ま
す
。在
学
中
か
ら
学
び
を

得
ら
れ
た
こ
と
が
仕
事
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。国
家
試
験
の
勉
強
も
大
変

で
し
た
が
、多
く
の
仲
間
が
い
た
こ
と

で
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。授
業
後

や
休
日
に
も
問
題
を
出
し
合
う
な

ど
、一
緒
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や
シ
ー
ラ
ン
ト
な
ど
の
予
防
処

置
、診
療
補
助
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。就
職
2
年
目
か
ら
は
週
に
1
度

の
ペ
ー
ス
で
分
院
に
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。分
院
は

チ
ェ
ア
の
台
数
も
少
な
く
、よ
り
地
域
に
密
着
し
た

診
療
が
体
感
で
き
ま
す
。定
期
検
診
だ
け
で
な

く
、歯
科
治
療
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
業
務
を
担
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。医
療
は
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し

て
い
く
の
で
、業
務
を
通
じ
て
新
し
い
発
見
が
日
々

あ
る
の
が
醍
醐
味
で
す
。私
が
働
い
て
い
る
シ
バ
タ

歯
科
に
は
小
児
専
門
の
フ
ロ
ア
が
あ
り
ま
す
。小
児

歯
科
に
も
し
っ
か
り
と
関
わ
れ
る
の
で
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

　

高
度
な
知
識
や
技
能
を
有
し
、患
者
さ
ん
に
質
の

高
い
ケ
ア
を
行
え
る「
認
定
歯
科
衛
生
士
」の
取
得
を

目
標
に
、勉
強
や
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。シ
バ
タ
歯

科
に
就
職
し
て
、予
防
歯
科・小
児
歯
科・訪
問
歯
科

な
ど
様
々
な
業
務
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
を
通
じ
て
、興
味
が
あ

る
分
野
や
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
領
域
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。認
定
歯
科
衛
生
士
の
資
格

を
取
っ
て
、志
す
領
域
に
特
化
し
た
よ
り
深
い
知
見
を

得
る
こ
と
で
、他
者
に
は
な
い
自
分
だ
け
の
強
み
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
資
格
は
、あ
な
た
の
人
生
に
と
っ

て
一
生
消
え
な
い
財
産
に
な
る
。」在

学
中
に
先
生
が
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

言
葉
が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。も
し
今
の
自
分
に
自
信
が
な
く

て
も
、同
じ
夢
を
目
指
し
て
い
る
人

が
す
ぐ
近
く
に
い
る
と
励
み
に
な
り

ま
す
し
、資
格
が
取
得
で
き
れ
ば
そ

れ
が
自
信
に
な
り
ま
す
。歯
科
衛
生

士
は
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
必
ず

い
る
素
敵
な
仕
事
で
す
。取
得
を
目

指
し
、ぜ
ひ
頑
張
って
く
だ
さ
い
ね
！

　

本
校
で
は
、専
門
課
程
の
学
び
に
加
え
、愛
知
産
業
大

学
短
期
大
学 

通
信
教
育
部
と
の
併
修（
W
カ
レッ
ジ
）制

度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。入
学
と
同
時
に
短
期
大
学

に
も
在
籍
し
、通
信
教
育
に
よ
り
単
位
を
修
得
す
る
こ

と
で
、短
大
卒
業
資
格

の
取
得
を
目
指
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
に
は
、

本
制
度
を
活
用
し
た

学
生
が
短
期
大
学
を

無
事
卒
業
し
、学
位

を
取
得
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、本
校
に
て
障
が
い
者
歯
科

健
診
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、岡
崎
歯
科
医
師
会
お
よ
び
愛
知
県
歯

科
衛
生
士
会
岡
崎
支
部
の
方
々
に
よ
る
歯
科
健
診

が
行
わ
れ
、本
校
学
生
は
補
助
と
し
て
参
加
し
な

が
ら
、障
が
い
者
歯
科
医
療
の
現
場
に
お
け
る
対
応

の
難
し
さ
や
配
慮
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

後
半
は
、本
校
講
堂
に
て
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、参
加
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、医
療
人
と

し
て
の
対
人
理
解
や
支
援
の
姿
勢
を
体
験
的
に
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。卒業生の紹介

Interview

高
校
時
代

今
後
の
夢
や
目
標

歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
人
へ

専
門
学
校
時
代

障
が
い
者
歯
科
イ
ベ
ン
ト

　

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
き
ら
き
ら
☆
フ
ェ
ス
タ
i
n

原
山
祭
に
歯
科
医
師・歯
科
衛
生
士
の
仕
事
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

歯
科
ユ
ニッ
ト・歯
科
材
料
に
触
れ
て
も
ら
い
口
腔

ケ
ア
体
験・歯
型
採
取
を
体
験
し
て
も
ら
い
歯
科
衛

生
士
の
職
業
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
フ
ェ
ス
タ

短
大
併
修（
W
カ
レッ
ジ
）

国
家
資
格
だ
け
で
な
く

短
期
大
学
士
も
取
得
で
き
る

［勤務先］シバタ歯科

松下 綾音さん（2022年度卒）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紹
介

行
事
紹
介

臨
地
実
習（
介
護
老
人
保
健
施
設
・
幼
稚
園
・
小
学
校
）

臨
床
式（
２
年
生
）

　

歯
科
衛
生
士
の
主
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
歯
科

保
健
指
導

　

専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
や
援
助
を
行
い
ま

す
。工
夫
を
凝
ら
し
た
媒
体
を
作
製
し
介
護
老
人

保
健
施
設
で
は
、口
腔
機
能
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
を
、幼
稚
園・小
学
校
で
は
歯
磨
き
法
な
ど
を
指

導
し
ま
し
た
。

　

介
護
実
習
で
は
、歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
必
要

な
介
護
の
知
識
を
理
論
と
実
践
を
通
し
て
学
ぶ

　

特
に
高
齢
者・障
が
い
者・障
害
児
に
対
す
る
歯
科

診
療
補
助
に
必
要
と
さ
れ
る
介
護
実
技
は
、健
常
者

以
上
に
技
術
を
要
し
ま
し
た
。ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
の

体
験・実
習
に
て
基
礎
知
識
の
習
得
を
し
ま
し
た
。

歯
科
診
療
補
助
Ⅱ（
介
護
実
習
・ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
）

 

今
後
の
臨
床
実
習
に
向
け
た
準
備
の
一
環
と
し
て
、

臨
床
式
を
実
施
し
ま
し
た
。学
生
は
臨
床
現
場
を
意

識
し
た
服
装
と
所
作
で
臨
み
、専
門
職
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。本
式
典
を

通
じ
て
、実
習
への
心
構
え
と
責
任
感
を
一
層
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
家
試
験
対
策
が
本
格
化
す
る
前
の
貴
重
な

機
会
と
し
て
、2
泊
3
日
の
研
修
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。行
き
先
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と

横
浜
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。今
後
の
試
験
勉
強
に
向
け
て
、良
い

リ
ス
タ
ー
ト
と
な
る
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
に
全
学
年
を
対
象
と
し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
岡
崎
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
て
実
施
し
、11
月
に
は
1・

2
年
生
が
ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
し
、親
睦
を
深

め
る
有
意
義
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
旅
行（
3
年
生
）

合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
1
〜
3
年
生
）

仕
事
に
つ
い
て

V
O

C
A

T
IO

N
A

L
 C

O
L

L
E

G
E

イ
ベ
ン
ト
報
告

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

44 43



名古屋美容専門学校
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V O C A T I O N A L  C O L L E G E　

カ
ッ
ト
や
カ
ラ
ー
、パ
ー
マ
な
ど
美
容
師
に
特
化

し
た
科
目
に
加
え
て
、メ
イ
ク
や
ネ
イ
ル
、ま
つ
エ
ク

な
ど
の
プ
ラ
スα
の
技
術
が
学
べ
る
全
12
科
目
か
ら

５
つ
の
コ
ー
ス
編
成
で
売
れ
る
美
容
師
を
め
ざ
し
ま

す
。１
年
次
か
ら
国
家
試
験
技
術
に
留
ま
ら
ず
、

ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン

や
ブ
リ
ー
チ
カ
ラ
ー
が
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
充

実
。２
年
次
は
５
つ
の
選
択
コ
ー
ス
か
ら
自
分
に
合
っ

た
科
目
を
選
択
し
て
、自
身
の
成
り
た
い
美
容
師

像
を
極
め
ま
す
。学
生
の
個
性
を
尊
重
し
た
教
育

方
針
で
唯
一
無
二
の
美
容
師
を
目
指
し
ま
す
。

　

名
美
だ
か
ら
こ
そ
の
豪
華
な
人
気
サ
ロ
ン
の
ス

タ
イ
リ
ス
ト
が
講
師
と
な
り
、作
品
撮
り
や
デ
ザ

イ
ン
、カ
ッ
ト
、ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
の
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。加
え
て
若
者
に
人
気
の
ブ

リ
ー
チ
カ
ラ
ー
を
最
大
手
シ
ュ
ワ
ル
ツ
コ
フ
か
ら
学

び
、終
了
後
は
デ
ィ
プ
ロ
マ
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

名
古
屋
美
容
の
専
任
教
員
は
、国
家
試
験
研
修
セ

ン
タ
ー
か
ら
直
接
、傾
向
と
対
策
の
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。国
家
試
験
前
は
、実
技・学
科
と
も
国
家
試

験
講
習
を
実
施
。国
家
試
験
全
員
合
格
に
向
け
て

先
生
が
学
生
一
人
一
人
を
丁
寧
に
指
導
し
て
お
り
、

ク
ラ
ス
で
も
団
体
競
技
の
よ
う
な
熱
い
ム
ー
ド
が
あ

る
の
で
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

名
美
の
代
名
詞
と
も
言

え
る「
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェッ
ク
」

は
、国
家
試
験
に
則
し
た
毎

月
行
わ
れ
る
技
術
試
験
で

す
。学
生
た
ち
が
自
己
ベ
ス

ト
を
め
ざ
し
た
試
験
の
後

は
、学
生
全
員
の
前
で
表
彰
が
行
わ
れ
上
位
者
を
発

表
。ト
ッ
プ
５
に
は
名
美
生
憧
れ
の
バッ
ジ
が
贈
ら
れ

ま
す
。最
後
に
ク
ラ
ス
賞
も
発
表
さ
れ
る
た
め
ク
ラ

ス
の
絆
も
深
ま
り
ま
す
。競
争
の
中
で
技
術
を
磨

き
、強
い
絆
と
精
神
力
が
養
わ
れ
ま
す
。ま
た
、練
習

す
る
習
慣
は
美
容
師
と
し
て
の
現
場
技
術
の
修
得

に
つ
な
が
り
ま
す
。

名
美
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
現
す
る

高
い
合
格
率

美
容
師
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

売
れ
る
美
容
師
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

高
い
国
家
試
験
合
格
率
を
達
成
し
ま
し
た
。

合
格
率
が
高
い
理
由

そ
れ
は
、名
古
屋
美
容
の
代
名
詞

「
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
」

サ
ロ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

　

美
容
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、誰
に
も
真
似
で
き

な
い
自
分
だ
け
の
感
性
や
表
現
力
を
身
に
付
け
る

授
業
。自
身
の
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
る

と
と
も
に
S
N
S
や
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
、

動
画
編
集
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、カ
ル
チ
ャ
ー
、流
行
な

ど
、技
術
だ
け
で
な
く
時
代
に
選
ば
れ
る
美
容
師

に
な
る
た
め
の
感
性
を
磨
き
ま
す
。

　
「
売
れ
る
美
容
師
」を
輩
出
す
る
た
め
、自
己
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、好
感
度
の
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
映
像
表

現
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
た
人
材
の

獲
得
を
目
指
し
、ま
た
同
種
他
校
が
実
施
し
て
い

な
い
独
自
性
と
話
題
性
を
兼
ね
備
え
た
奨
学
金

制
度
で
す
。

ト
レ
ン
ド
ラ
イ
フ

セ
ル
フ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
奨
学
金

令和7年３月卒業生
美容師国家試験

合格率

97.3％
受験者148名/合格者144名

全国平均（88.1％）

歓喜の渦へ
ようこそ。

● JURK
● wit、teto hair
● in chelsea
● 'AXIS
● ICI
● BUDDY HAIR
● LA PENSEE
● GRIFICA
● YENN
● BLANCO
● CLEAR of hair
● snuw
● CLENN
● arte HAIR

【
講
師
サ
ロ
ン
】

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

46 45



　

理
美
容
甲
子
園
と
は
、全
国
理
容
美
容
学
生
技

術
大
会
の
愛
称
。美
容
学
生
の
技
術
の
向
上
を
目

指
す
た
め
の
場
と
し
て
、日
本
理
容
美
容
教
育
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
全
国
最
大
規
模
の
学
生
大
会
で

す
。名
古
屋
美
容
専
門
学
校
は
東
海
地
区
大
会
で

美
容
４
部
門
で
金
賞
を
受
賞
。参
加
校
最
多
の
１６

名
が
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、名
古
屋
美
容
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の
か
。そ

の
理
由
は
、人
間
力
育
成
を
柱
と
し
た
教
育
方
針

に
あ
り
ま
す
。同
じ
夢
を
も
っ
た
仲
間
同
士
が
力

を
合
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
導
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
に
多
く
の
感
動
と
学
び
が
あ
り
ま
す
。学
生

た
ち
は
協
調
性
や
創
造
力
を
養
い
、エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
性
を
発
揮
し
て
、充
実
し
た
２
年
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す

　

Japan K
ids Fashion W

eek

は
、才

能
あ
る
国
内
外
の
キ
ッ
ズ
モ
デ
ル
が
１
０
０

名
以
上
参
加
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。名

古
屋
美
容
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
フ
ァ
ッ

シ
ョン
シ
ョ
ー
に
出
場
す
る
モ
デ
ル
の
ヘ
ア
メ
イ

ク
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
担
当
。学
校
で
学
ん
だ
ヘ

ア
メ
イ
ク
の
技
術
や
知
識
を
活
か
し
て
、貴

重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　﹇
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門
﹈

　

■
３
位　
　
　
　
　

平
野　

美
羽

　

■
入
賞　
　
　
　
　

水
谷　

華
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
海　

安
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

由
奈

　﹇
カ
ッ
ト
部
門
﹈

　

■
入
賞　
　
　
　
　

脇
田　

光
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

大
暉

　﹇
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
﹈

　

■
入
賞　
　
　
　
　

加
藤　

莉
奈

　﹇
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
門
﹈

　

■
優
勝　
　
　
　
　

水
谷　

華
子

　

■
準
優
勝　
　
　
　

小
林　

由
奈

理
美
容
甲
子
園
東
海
地
区
大
会

美
容
４
部
門
で
金
賞

V
O

C
A

T
IO

N
A

L
 C

O
L

L
E

G
E

コ
ン
テ
ス
ト
実
績
が
証
明
す
る
技
術
力
＆
指
導
力

理
美
容
甲
子
園
全
国
大
会

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者

JAPAN KIDS FASHION WEEK 2024

STY
LIN

G
C

O
LLEC

TIO
N

 2024

O
PK

B
EA

U
TIC

IA
N

FA
IR 2024

名古屋を代表する
人気サロンとの
産学連携
多くのコンテストで
優秀賞を受賞。

こ
こ
で
の
毎
日
が
、き
っ
と
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
に
な
り
ま
す
。

　

初
開
催
は
、2
0
0
5
年「
愛
・
地
球
博
」の
特

設
ス
テ
ー
ジ
。そ
れ
か
ら
毎
年
、後
輩
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
来
た
名
古
屋
美
容
の
美
と
情
熱
の
祭
典

と
な
る
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ー
。ク
ラ
ス
ご
と
に
ヘ
ア
メ
イ
ク
、

衣
装
、映
像
、音
響
、照
明
に
至
る
、す
べ
て
を
学
生

自
ら
が
作
り
あ
げ
ま
す
。技
術
力
、創
造
力
、企
画

力
、そ
し
て
何
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
る
渾

身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
毎
年
、観
る
人
た
ち
の
心
を

魅
了
し
ま
す
。

B
E
A
U
T
Y
 E
X
P
O

CHUBU HAIRSTYLE AWARD

学
生
の
満
足
度
を
高
め
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
。

Designers
Award

9位
杉浦 花香

6位・山田千恵賞
山田 麻椰

SniP STYLe賞
渡辺 栞

4位・神谷翼賞
勾田 すみれ

カラーコーディネート（内田聡一郎）賞
大橋 依吹

10位・美容文化賞
カラーコーディネート（山下浩二）賞／小木曽 芽生

準グランプリベストセレクション賞
伊坂 星南

ユーカリ特別賞
大藪 琴音

優秀賞
塩田 優羽

努力と涙で掴んだ
16個のクリスタル。

ハロウィン学校祭

BEAUTY EXPO

幼
稚
園

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

48 47
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島田幼稚園
PRESCHOOL

昭和45年4月開園
園　長 水野 晴基
副園長 中井 美幸
事務長 戸﨑 博文
園児数 281名（男：140名、女：141名）
教職員数 教員：18名、非常勤：7名、職員：2名、非常勤：4名

募集定員
満3歳児：25名（男・女）、3歳児：100名（男・女）、
4歳児：15名（男・女）、5歳児：若干名（男・女）

アクセス
市バス「おおね荘」バス停留所より徒歩1分

所在地
〒468-0028
名古屋市天白区島田黒石507番地
TEL：052-802-5256
http://www.shimadayouchien.jp/

ホームページ

　
初
め
て
の
集
団
生
活
で
、期
待
と
不
安
が
いっ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
。安
心
し
て
園
生
活
を
送
れ
る

よ
う
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、基
本
的
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な
遊

び
や
活
動
に
取
り
組
む
中
で
、自
分
を
発
揮
し
、

先
生
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
を
楽
し
み
、自
分
の

思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
相
手
に
言
葉
で
伝
え
る
力

を
育
み
ま
す
。ま
た
、自
分
た
ち
で
植
え
た
野
菜

を
育
て
、成
長
や
収
穫

を
楽
し
み
、ク
ッ
キ
ン
グ

を
し
て
食
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
年
中
組
に
な
り
1
つ
大

き
く
な
っ
た
喜
び
を
感
じ
、

新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
、

楽
し
く
過
ご
す
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。遊
び
や
集
団
で

の
活
動
を
通
し
て
、表
現

す
る
こ
と
や
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し
み
、保

育
者
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
き
ま

す
。今
年
度
は
様
々
な
制
作
を
通
し
て
、た
く
さ

ん
の
技
法
に
触
れ
、五
感
で
感
じ
な
が
ら
想
像
力

や
表
現
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。デ
カ
ル
コ
マ

ニ
ー
や
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
絵
の
具
遊
び
な
ど
、自
分

の
思
い
を
形
に
す
る
経
験
を
重
ね
、友
だ
ち
と
協

力
し
た
り
認
め
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た

ち
の
内
面
の
成
長
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
幼
稚
園
で
1
番
大
き
い
ク
ラ
ス
に
な
り
、や
る
気

に
あ
ふ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。小
さ
い
子
の
お
世

話
や
友
だ
ち
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、相
手
の
気

持
ち
を
考
え
た
り
、思
い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を

育
ん
だ
り
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、自
分
と
は
異
な
る

背
景
や
特
性
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、共
に

生
き
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
力
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、手
話
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。日
常

会
話
や
歌
の
中
に
手
話
を
取
り
入
れ
、言
葉
以
外
で

の
表
現
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。さ
ら
に
、和
太
鼓
や
リ
レ
ー
、組
立
体
操
な

ど
、こ
れ
ま
で
憧
れ
て
き
た
年
長
な
ら
で
は
の
様
々
な

活
動
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。オ
ク
ラ
の
栽
培
に

も
取
り
組
み
、植
物
の
成
長
に
関
心
を
持
ち
、命
や

食
べ
物
の
大
切
さ
に
も
気
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。初
め
て
の
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
に
も
自
ら
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
て
な
が
ら
、計
画
的

に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ど
き
ど
き
！
わ
く
わ
く
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
年
少
組

年
少
組

や
さ
し
い
！
た
の
し
い
！

だ
い
す
き
！
年
中
組

年
中
組

心
は
ひ
と
つ
！

や
る
気
あ
ふ
れ
る
年
長
組
！

年
長
組

EVENT
［1年間の行事］

誕生会 わくわくサマーチャレンジ 運動会 遠足

クッキング もちつき 豆まき発表会 卒園式

一人ひとりが輝いて
一人ひとりの「島田」

高
等
学
校

専
門
学
校

大
学
・
短
期
大
学

幼
稚
園

50 49



　学校法人愛知産業大学の令和6年度決算の概要をお知らせいたします。

　本学園の設置する学校は、愛知産業大学・愛知産業大学短期大学・ELICビジネス＆公務員専門学校・三河歯科衛生専門学校・

名古屋美容専門学校・名古屋たちばな高等学校・愛知産業大学三河高等学校・島田幼稚園の8校であります。学校法人は文部省令

（第18号）により「学校法人会計基準」にしたがって会計処理を行っております。本学園は、同基準に定められている「資金収支計算書」、

「事業活動収支計算書」、「貸借対照表」をお知らせすることにより、本学園における財政状態をより正確にご理解いただき、皆様の

ご支援をお願い申し上げます。

財務の概要 （令和6年度決算の概要）

資金収支計算書

事業活動収支計算書

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

令和6年4月1日から令和7年3月31日

貸借対照表 令和7年3月31日

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容に当該会計年度における支払資金（現金預金）の収入
及び支出のてん末を明らかにするものです。

事業活動収支計算書は、当該会計年度の活動に対する、事業活動収入及び事業活動支出の内容及び基本金組入後の均衡を明らかにする
ものです。

貸借対照表は、当該会計年度末の財政状態（運用形態と調達源泉）を明らかにするものです。

科目

収入の部

支出の部

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

　国庫補助金収入

　地方公共団体補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

3,465,404,000

81,207,000

17,123,000

1,680,587,000

206,669,000

1,473,918,000

600,627,000

48,973,000

17,574,000

187,190,000

0

838,057,000

464,937,000

△ 953,016,000

7,322,370,000

13,771,033,000

3,380,574,000

1,158,094,000

602,718,000

0

0

385,414,000

81,756,000

1,399,701,000

530,886,000

（48,023,000）

1,977,000

△ 344,406,000

6,574,319,000

13,771,033,000

3,467,713,979

82,141,080 

16,542,913

1,661,307,389

188,912,283

1,472,395,106

600,625,680

47,441,669

19,597,365

195,711,079

0

804,758,110

478,870,116

△ 1,009,864,812

7,322,369,963

13,687,214,531

3,355,636,179

1,110,638,999

585,590,991

0

0

385,408,198

78,022,127

1,400,113,528

553,256,271

△ 241,192,754

6,459,740,992

13,687,214,531

△ 2,309,979

△ 934,080

580,087

19,279,611

17,756,717

1,522,894

1,320

1,531,331

△ 2,023,365

△ 8,521,079

0

33,298,890

△ 13,933,116

56,848,812

37

83,818,469

24,937,821

47,455,001

17,127,009

0

0

5,802

3,733,873

△ 412,528

△ 22,370,271

1,977,000

△ 103,213,246

114,578,008

83,818,469

予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異
資産の部

負債の部

純資産の部

科目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

固定負債
流動負債
負債の部合計

基本金
　第１号基本金
　第２号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

32,671,419,427
26,885,170,375
3,251,283,428
2,534,965,624
6,657,881,735
39,329,301,162

31,925,728,580
27,238,524,344
2,750,344,900
1,936,859,336
7,972,544,625
39,898,273,205

745,690,847
△ 353,353,969
500,938,528
598,106,288

△ 1,314,662,890
△ 568,972,043

1,251,856,147
1,691,671,283
2,943,527,430

1,271,813,228
1,877,008,716
3,148,821,944

△ 19,957,081
△ 185,337,433
△ 205,294,514

44,111,034,915
43,731,747,915

2,287,000
377,000,000

△ 7,725,261,183
36,385,773,732
39,329,301,162

43,706,734,218
43,327,447,218

2,287,000
377,000,000

△ 6,957,282,957
36,749,451,261
39,898,273,205

404,300,697
404,300,697

0
0

△ 767,978,226
△ 363,677,529
△ 568,972,043

本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,504,343,000
5,978,217,000

5,496,598,064
5,860,275,593

7,744,936
117,941,407

科目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

特別収支差額

〔予備費〕
 

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

経常収支差額

3,465,404,000
81,207,000
1,156,000

1,616,037,000
206,669,000
1,409,368,000
48,883,000
184,594,000
5,397,281,000

3,372,009,000
1,955,471,000
391,161,000
4,101,000

5,722,742,000
△ 325,461,000

17,574,000
0

17,574,000

3,467,713,979
82,141,080
555,808

1,603,248,889
188,912,283
1,414,336,606
46,398,797
190,349,182
5,390,407,735

3,335,679,098
1,906,149,295
374,062,080
2,778,277

5,618,668,750
△ 228,261,015

△ 2,309,979
△ 934,080
600,192

12,788,111
17,756,717
△ 4,968,606
2,484,203

△ 5,755,182
6,873,265

36,329,902
49,321,705
17,098,920
1,322,723

104,073,250
△ 97,199,985

19,597,365
0

19,597,365

△ 2,023,365
0

△ 2,023,365

0
0
0

17,574,000
△ 307,887,000

0
0
0

19,597,365
△ 208,663,650

0
0
0

△ 2,023,365
△ 99,223,350

440,000
89,048,000
89,488,000

625,678
85,967,286
86,592,964

△ 185,678
3,080,714
2,895,036

9,349,000
230,315,000
239,664,000

△ 150,176,000
（34,189,000）
15,811,000

△ 473,874,000
△ 445,586,000
△ 919,460,000
△ 6,957,283,000

0
△ 7,876,743,000

11,325,932
230,280,911
241,606,843

△ 155,013,879

△ 363,677,529
△ 437,041,490
△ 800,719,019
△ 6,957,282,957

32,740,793
△ 7,725,261,183

△ 1,976,932
34,089

△ 1,942,843
4,837,879

15,811,000
△ 110,196,471
△ 8,544,510

△ 118,740,981
△ 43

△ 32,740,793
△ 151,481,817

予算 決算

科目 予算 決算 差異

差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計

借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計

資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部
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令和7年度　学校法人 愛知産業大学 役員・評議員名簿
令和7年5月29日 現在

学校法人愛知産業大学の学園奨学金のご案内

理事長

理　事

監　事

評議員

会計監査人

小林　英三

髙橋　実

竹治　玄造

木藤　新吾

杉山　奈生子

浅岡　勇夫

森　文夫

青木　高弘

豊林　由美子

西村　雅史

坂　美好

門井　由佳

浅野　陽治

家田　安啓

寺澤　実

上野　正彦

堀場　富志博

森島　豊治

氏　名

H28.4.1

R4.4.1

R4.4.1

H26.4.1

R7.5.29

H26.4.1

H31.4.1

H26.4.1

H30.6.1

R6.4.1

R4.4.1

R7.5.29

R4.4.1

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

就任年月日 重任年月日

日本証券金融株式会社執行役会長

愛知産業大学学長・愛知産業大学短期大学学長

愛知産業大学三河高等学校校長

学校法人愛知産業大学法人事務局長

愛知産業大学大学院造形学研究科デザイン学専攻長

税理士

クロスプラス株式会社相談役

有限会社フルボデザイン代表取締役

VIホールディング株式会社アカデミー事業部顧問

名古屋たちばな高等学校校長

+AK代表クリエイティブディレクター/愛知産業大学卒業生

家田・木全法律事務所／弁護士

公認会計士寺澤会計事務所／公認会計士

岡崎信用金庫顧問・株式会社おかしん総研会長

元三井倉庫株式会社執行役員兼三井倉庫九州株式会社社長

森島公認会計士事務所／公認会計士

役職等　学校法人愛知産業大学は、卒業生の方の親族が本学園の設置する学校に入学される場合、奨学金を給付しています。

詳細は入学を希望される本学園各設置校にお問い合わせください。

愛知産業大学（通信教育部含む）、愛知産業大学短期大学、ELICビジネス＆公務員専門学校、三河歯科衛生専門学校、

名古屋美容専門学校、名古屋たちばな高等学校（通信制課程単位制含む）、愛知産業大学三河高等学校（通信制課程単位制含む）

①兄弟姉妹奨学金：入学時に兄弟姉妹が本学園の設置校に在籍している方

②親 族 奨 学 金：入学時に2親等以内の親族が本学園の設置校（過去に設置していた場合も含む）を卒業している方

学校法人愛知産業大学が設置する学校（学園奨学金対象校）

1．給付基準

2．給付金額

愛知産業大学

愛知産業大学短期大学

ELICビジネス＆公務員専門学校

三河歯科衛生専門学校

名古屋美容専門学校

名古屋たちばな高等学校

愛知産業大学三河高等学校

大学院

造形学部、経営学部

通信教育部

全日制

単位制

全日制

単位制

150,000円

200,000円

40,000円

20,000円

100,000円

100,000円

100,000円

200,000円

20,000円

100,000円

20,000円

兄弟姉妹奨学金

75,000円

100,000円

20,000円

10,000円

50,000円

50,000円

50,000円

100,000円

10,000円

50,000円

10,000円

親族奨学金

※島田幼稚園は本奨学金の対象外です。

株式会社丸の内フローラ代表取締役／
東海工業高等学校（現名古屋たちばな高等学校）卒業生

愛知産業大学副学長・造形学部スマートデザイン学科長・
愛知産業大学短期大学副学長

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29

R7.5.29
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